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今月の特集

震災の教訓に何を学ぶか・・・
町職員・教職員の
 人事異動をお知らせします
ありがとう、思い出いっぱいの学び舎よ!
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町 長 の 行 動

表紙の写真コメント

　3月は、大久保山ダム管

理委員会（16 日）、西海中

学校卒業式・くにひろ育英

会理事会・御荘霊苑環境対

策委員会（17 日）、西海中

学校閉校式（19 日）、福浦

中学校閉校式（20 日）、緊

急消防援助隊報告式（22

日）、宇和島地区広域事務

組合議会定例会（23 日 宇

和島市）、平城小学校卒業

式（24 日）、愛媛県へき地

医療支援計画策定等会議

（24 日 松山市）、大久保山

土地改良区理事会（25日）、

西浦小学校閉校式（26日）、

満倉小学校閉校式（27日）、

愛南町社会福祉協議会理事

会（28 日）、愛媛県町村会

全員連絡会（26日 松前町）、

大久保山土地改良区総代会

（29日）、津島水道企業団議

会定例会（30日 宇和島市）、

町教職員離任式 ･町職員退

職者辞令交付式（31日）な

どに出席しました。

　4月は、町職員異動辞令

交付式・教職員着任式（1

日）、くにひろ育英会理事

会（5日）、城辺小学校入学

式・南宇和高校入学式（8

日）、一本松中学校入学式

（11日）、宇和島圏域交流促

進連絡協議会総会（14 日 

宇和島市）、愛媛県 B ＆ G

財団地域海洋センター連絡

協議会総会（15日）などに

出席しました。

東海保育所で交通安全
鈴付きリボン贈呈式が
行われました。南宇和
交通安全協会の山下
常
つ ね と み

臣会長や愛南警察署
の新崎雄

ゆ う じ

二署長らから
リボンを付けてもらっ
ている園児たちです。
(4/2)

消防本部に新しい消防

車を配備しました。

(3/25)

満倉小学校閉校式で

は、NHK番組「校歌の旅」の

収録も行われました。式典終

了後、出席者全員で収録に参

加しました。

3/27

国保一本松病院から災
害医療支援班(岸田正

ま さ と

人
医師、吉田まゆみ･成宮
友
と も え

恵看護師、横前直
な お き

樹
理学療法士、吉田英

ひ で ふ み

史
内海診療所事務長)が、
宮城県石巻市へ向けて
出発しました。(4/13)

深浦地区のお城山で、
地域の児童たちと老人
クラブや青年団などの
皆さんが集まり、節句
の伝統行事「お城遊
び」を楽しみました。
(4/3)

　平成23年４月10日執行の愛媛県議会議員選
挙の開票結果について、次のとおりお知らせし
ます。

候補者名（届出順） 最終得票数

中田　ひろし ８，７９１票

渡辺　知
とも

彦
ひこ

４，７２４票

※投票率は、66.20％でした。

◆選挙管理委員会から

愛媛県議会議員選挙開票結果を
お知らせします！

愛南トピックス
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愛は南から

愛南トピックス

目次＆注目記事

笑顔いっぱい！愛なんっこ

愛南こみゅにけーしょん

元気いっぱい！
アイ・あい・愛ランド

あいなん掲示板

「だんだん雛祭
り」では、西浦
小学校が制作し
た石雛のひな壇
飾りが展示され
ました。
 (3/3～4/3)
【P27参照】

町政フラッシュ

p30

岩手県釜石市に派遣
していた緊急消防援
助隊が帰庁し、清水
町長に活動報告を
しました。（3/22）
【P4参照】

平成23年第１回町議会定例会の最終日には、東北地
方太平洋沖地震の犠牲者に対して、議場全体で黙祷
を行いました。（3/18）【P13参照】

p4

教職員人事異動を
　お知らせします

「南光フェスティ
バル2011」のオー
プニングにはア
ンサンブルコンテ
ストなどで人気の
打楽器五重奏曲
「LUNA(ルナ)」が
演奏されました。
（3/20）
【P26参照】

震災の教訓に
　何を学ぶか…

町職員人事異動を
　お知らせします

ありがとう、
　思い出いっぱいの学び舎よ！
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震
災
の
教
訓
に
何
を
学
ぶ
か
…

緊
急
消
防
援
助
隊
の
活
動
を
終
え
て

         

愛
南
町
消
防
本
部　

小
泉 

慶

　

３
月
１１
日
（
金
）
午
後
２
時
４６
分
ご
ろ
、
東
北
地
方
太
平
洋
沖
に
て
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー

ド
９．０
の
大
地
震
が
発
生
し
、
こ
れ
に
伴
う
大
津
波
が
岩
手･

宮
城･

福
島
県
な
ど
東
北
地

方
に
多
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
南
海
地
震
の
発
生
が
予
想
さ
れ
て
い
る
愛
南

町
に
お
い
て
は
決
し
て
他
人
事
で
は
な
く
、
新
た
な
防
災
体
制
の
構
築
、
防
災
施
設
の

整
備
推
進
、
そ
し
て
防
災
教
育
の
一
層
の
充
実
、
さ
ら
に
は
医
療･

福
祉
分
野
と
の
連
携

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

今
号
で
は
、
被
災
地
で
捜
索
活
動
を
行
っ
た
緊
急
消
防
援
助
隊
の
活
動
と
「
四
国
防

災
八
十
八
話
読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル
」
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

震
災
発
生
か
ら
４
日
目
の
３
月
１４

日
、
緊
急
消
防
援
助
隊
愛
媛
県
隊
の
一

員
と
し
て
、
被
災
地
へ
派
遣
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
経
験

は
今
ま
で
に
無
く
、
不
安
で
い
っ
ぱ
い

で
し
た
。
し
か
し
、
行
く
か
ら
に
は
、

全
力
で
で
き
る
こ
と
を
し
よ
う
と
決
意

し
て
行
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

出
発
し
て
か
ら
３
日
目
の
夜
、
岩
手

県
釜
石
市
に
到
着
し
て
、
次
の
日
か
ら

活
動
を
開
始
し
ま
し
た
。
消
火
隊
は
、

ロ
ー
ラ
ー
作
戦
に
よ
る
人
命
捜
索
活

動
。
救
急
隊
は
、
病
院
や
消
防
本
部
の

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
行
い
ま
し
た
。
私
は

救
急
隊
員
と
し
て
活
動
を
し
ま
し
た
。

活
動
中
、
想
像
を
絶
す
る
惨
状
を
目
に

し
、
自
分
が
イ
メ
ー
ジ
し
た
東
北
地
方

の
美
し
い
光
景
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
愛
媛
県
隊
が
活
動
の
拠
点
と
し
て

い
た
釜
石
市
も
大
津
波
の
被
害
で
町
並

み
は
全
て
無
く
な
り
、
瓦
礫
の
山
と
化

し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
中
で
活
動
を
終

え
、
３
月
２１
日
無
事
帰
庁
し
ま
し
た
。

　

活
動
を
す
る
中
で
学
ん
だ
こ
と
は
た

く
さ
ん
あ
り
、
胸
を
打
た
れ
る
こ
と
も

数
多
く
あ
り
ま
し
た
が
、
逆
に
勇
気
を

も
ら
う
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
で

終
わ
り
で
は
な
く
、
こ
れ
か
ら
も
全
力

で
サ
ポ
ー
ト
し
こ
の
貴
重
な
経
験
を
無

駄
に
し
な
い
よ
う
日
々
努
力
す
る
覚
悟

で
す
。
東
北
地
方
の
一
日
も
早
い
復
興

を
祈
っ
て
。

緊急消防援助隊愛媛県隊
愛南町消防本部では、隊員8名を緊急消防援助隊愛媛県
隊に派遣し、3月14日から21日にかけて、岩手県釜石市を
中心に救援・捜索活動を行いました。



p5

小学生の部　最優秀賞　萬 帆
ほ の か

乃香さん（東海小6年）

　　　　　　優秀賞　　山本竜
りゅうしょう

将さん（一本松小4年）

　　　　　　　　　　　山本　純
じゅん

さん（篠山小6年）

中学生の部　最優秀賞　吉田直
な お と

人さん（城辺中1年）

　　　　　　優秀賞　　兵頭泰
た い へ い

平さん（内海中3年）

　　　　　　　　　　　武井美
み ゅ う な

優菜さん（一本松中1年）

この中から、中学生の部最優秀賞の作品をご紹介します。

四国防災八十八話第73話
「土下座の説得」を読んで
愛南町立城辺中学校 
１年   吉田 直人

　僕はこの話を読んで、消防団長の気持ちが
よくわかりました。土下座をしてまで避難させ
ようとして、人の命を守りたいという強い気持
ちが伝わってきました。
  去年の二月ごろに発令された津波警報の

時、僕は友達と一時避難場所にいたけど、地域の人たちは普通に買い
物をしていたり、車でどこかに出かけたりしていて、多くの人が避難勧
告を守らず、普通に過ごしていました。この話に出てきた、逃げていな
い人たちと似ているなと思いました。老人の人たちは、南海地震の津
波の怖さを知っているはずなのに、なぜ避難をしなかったのだろうと
思いました。あの時、津波一時避難場所にいたのは、僕と友達二人の
三人だけでした。公民館の前では、消防士の人たちが「避難してくだ
さい。」と呼びかけていたのに、それでも誰も家から出てきませんでし
た。外で遊んでいる人たちもいて、海がすぐ近くにある家の人も、近く
にとめてある船のそばで、のんびり散歩していて、少しも逃げる様子
がありませんでした。
　結局、津波は来なかったけれど、もし来ていたらどうなっていただ
ろうと思います。今回のような防災意識だったら、この話の消防団長
のように説得しようと各家を回っても、無視されてしまうのではない
でしょうか。
　僕の兄は地域の消防団員なので、大地震が来た時、この話の消防
団長みたいに、人々を助けてほしいです。そのためには、地域の人が
もっと高い防災意識を持たなくてはいけないと思います。僕は、台風
や津波警報、いろいろな警報が発令されて、消防団の人が避難するよ
うに言ってきたら、がんこに断らずに、周りの人を誘って、すぐ逃げる
ようにしたいです。

＊四国防災八十八話は、四国に伝わる災害や防災の言い伝え、災害体験  談の中から、代表的
な八十八話を収録したものです。愛媛大学防災情報研究センターのホームページからダウン
ロードできます
http://www.ccr.ehime-u.ac.jp/dmi/web88_0807/index.html

　尊い犠牲を伴った先人の経験や知恵を学び、それを自分の経験や

知恵とすること(世代や地域を超えた経験と知恵の共有)を目的とし

て、町内全小中学校を対象に、「四国防災八十八話」や「災害体験談

聞き取り調査」を題材とした感想文コンクール(愛南町防災教育推進

懇談会主催)を実施しました。

【入賞者は次のとおり】

平成22年度四国防災八十八話読書感想文コンクール
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新　
　
　

任

旧　
　
　

任

氏　

名

【
課
長
級
】

財
産
管
理
課
　
課
長
　

環
境
衛
生
課
　
課
長
補
佐

○
湯
浅 

裕
記

あ
け
ぼ
の
荘
　
所
長
　

あ
け
ぼ
の
荘
　
所
長
補
佐

○
岡
本 

健

保
健
福
祉
課
　
課
長

(

兼)

御
荘
夢
創
造
館
　
館
長

保
健
福
祉
課
　
課
長

児
島 

秀
之

柏
保
育
所
　
所
長

(

兼)

家
串
保
育
所
　
所
長

緑
保
育
所
　
所
長
心
得

○
山
本 

祥
子

御
荘
保
育
所
　
所
長

中
浦
保
育
所
　
所
長
心
得

○
山
下 

ま
つ
み

城
辺
保
育
所
　
所
長

税
務
課
　
課
長
補
佐

○
中
尾 

滋

一
本
松
保
育
所
　
所
長

(

兼)

正
木
保
育
所
　
所
長

東
海
保
育
所
　
所
長
心
得

○
中
田 

ふ
さ

内
海
支
所
　
支
所
長

財
産
管
理
課
　
課
長

中
川 

健
一

御
荘
支
所
　
支
所
長

建
設
課
　
課
長
補
佐

○
上
埜 
一
男

西
海
支
所
　
支
所
長

(

兼)

観
光
旅
客
船
　
安
全
統
括
管
理
者
　

御
荘
B
&
G
海
洋
セ
ン
タ
ー
　
所
長

(

併)

御
荘
夢
創
造
館
　
館
長

吉
田 

千
恵
吉

消
防
本
部
　
防
災
対
策
課
　
課
長

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
　
課
長
補
佐

○
藤
村 

雄
二

消
防
署
　
消
防
署
長

消
防
署
　
　
副
署
長

田
村 

満
直

消
防
署
　
第
２
小
隊
　
副
署
長

消
防
署
　
第
３
小
隊
　
署
長
補
佐

○
長
田 

玉
夫

学
校
教
育
課
　
課
長

水
産
課
　
産
業
振
興
室
　
室
長

坂
尾 

英
治

城
辺
幼
稚
園
　
園
長

内
海
支
所
　
支
所
長

金
田 

孝
一

城
辺
公
民
館
　
館
長

学
校
教
育
課
　
課
長

濱
本 

正
恵

御
荘
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
　
所
長

内
海
支
所
　
課
長
補
佐

○
森
口 

勉

【
課
長
補
佐
級
】

農
業
委
員
会
　
課
長
補
佐

町
民
課 

保
険
医
療
係
　
係
長

○
赤
松 

邦
彦

企
画
財
政
課
　
課
長
補
佐 

 
(

兼)

企
画
調
整
係
　
係
長

商
工
観
光
課
　
課
長
補
佐

(

兼)

雇
用
促
進
係
　
係
長

田
中 

俊
二

税
務
課
　
課
長
補
佐

(

兼)

管
理
収
納
係
　
係
長

水
産
課 

課
長
補
佐

(

兼)

管
理
係
兼
水
産
振
興
係
　
係
長

小
堀 

孝

税
務
課
　
課
長
補
佐

(

兼)

資
産
税
係
　
係
長

保
健
福
祉
課 

課
長
補
佐

(

兼)

児
童
福
祉
係
　
係
長

井
上 

博
史

税
務
課
　
課
長
補
佐

(

兼)

国
保
介
護
賦
課
係
　
係
長

税
務
課 

国
保
介
護
賦
課
係
　
係
長

○
浅
海 

伸
児

町
民
課
　
課
長
補
佐

(

兼)

保
健
医
療
係
　
係
長

町
民
課 

保
険
医
療
係 

係
長

○
早
川 

和
吉

水
産
課
　
課
長
補
佐

(

兼)

海
岸
防
災
係
　
係
長

企
画
財
政
課
　
課
長
補
佐

(

兼)

工
事
専
門
員

松
本 

盛
男

水
産
課
　
水
産
振
興
室
　
室
長

(

兼)

水
産
振
興
係
　
係
長

企
画
財
政
課
　
課
長
補
佐

(

兼)

企
画
調
整
係
　
係
長

赤
岡 

政
典

商
工
観
光
課
　
課
長
補
佐

(

兼)

観
光
係
　
係
長

水
道
課
　
上
水
道
係 

係
長

○
金
澤 

貴

建
設
課
　
課
長
補
佐

(

兼)

管
理
係
　
係
長

建
設
課
　
維
持
係  

係
長

○
近
田 

正
二

保
健
福
祉
課
　
課
長
補
佐

(

兼)

健
康
増
進
係
　
係
長

保
健
福
祉
課
　
健
康
増
進
係
　
係
長

○
竹
場 

妙

長
崎
保
育
所
　
所
長
心
得

(

兼)

中
浦
保
育
所
　
所
長
心
得

長
崎
保
育
所
　
所
長
心
得

山
本 

信
江

城
辺
保
育
所
　
所
長
補
佐

御
荘
保
育
所
　
主
任
保
育
士

○
宮
下 

照

緑
保
育
所
　
所
長
心
得

(

兼)
長
月
保
育
所
　
所
長
心
得

長
月
保
育
所
　
所
長
心
得

田
村
　
洋
美 

御
荘
保
育
所
　
所
長
補
佐

城
辺
保
育
所
　
主
任
保
育
士

○
吉
田 

公
己

東
海
保
育
所
　
所
長
心
得

城
辺
保
育
所
　
主
任
保
育
士

○
木
田 

時
子

正
木
保
育
所
　
所
長
補
佐

正
木
保
育
所
　
主
任
保
育
士

○
野
口 

民
子

御
荘
夢
創
造
館
　
課
長
補
佐

御
荘
保
育
所
　
所
長
補
佐

上
原 

京
子

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
　
課
長
補
佐

農
業
委
員
会
　
課
長
補
佐

岸
田 

忠
己

町
職
員
人
事
異
動
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

　
次
の
と
お
り
、
4
月
1
日
付
で
人
事
異
動
（
総
勢
1
5
7
名
が
異
動
、
新
規
採
用
10
名
）

が
あ
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
な
お
、
役
職
ご
と
に
異
動
者
の
み
掲
載
し
ま
す
。

（
氏
名
の
前
の
○
は
昇
格
）
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環
境
衛
生
課
　
課
長
補
佐

(
兼)
下
水
道
係
　
係
長

環
境
衛
生
課 

下
水
道
係
　
係
長

○
浅
海 

宏
貴

一
本
松
支
所
　
課
長
補
佐

内
海
支
所
　
課
長
補
佐

尾
崎 

雄
二

消
防
署 

第
３
小
隊
　
署
長
補
佐

消
防
署 

第
２
小
隊
　
署
長
補
佐

松
本 

憲
仁

消
防
署 

第
２
小
隊
　
署
長
補
佐

消
防
署 

第
３
小
隊
　
小
隊
長

川
越
基
広

消
防
署 

第
３
小
隊
　
小
隊
長

(

兼)

通
信
係
　
係
長

消
防
署 

第
１
小
隊
　
小
隊
長

山
本 

祐
二

消
防
署 

第
１
小
隊
　
小
隊
長

(

兼)

救
急
救
助
係
　
係
長

消
防
署 

第
１
小
隊
　
係
長

(

兼)

救
急
救
助
係
　
係
長

○
平
田 

弘

消
防
署 

第
３
小
隊
　
小
隊
長

(

兼)

救
急
救
助
係
　
係
長

消
防
署 

第
２
小
隊 

救
急
係
　
係
長

(

兼)

救
急
救
助
係
　
係
長

○
長
岡 

寛
一

城
辺
幼
稚
園 

園
長
補
佐

城
辺
幼
稚
園
　
園
長
心
得

田
村 

年
子

生
涯
学
習
課
　
課
長
補
佐

(

兼)

ス
ポ
ー
ツ
振
興
係
　
係
長

水
産
課 

水
産
研
究
開
発
室
　
室
長

長
田 

岩
喜

一
本
松
公
民
館
　
課
長
補
佐

(

兼)

管
理
事
業
係
　
係
長

(

併)

総
務
課 

地
域
支
援
係

(

併)

町
民
課 

住
民
係

一
本
松
支
所
　
課
長
補
佐

吉
村 

明
洋

【
係
長
級
】

議
会
事
務
局 

議
会
事
務
係
　
係
長

税
務
課 

資
産
税
係
　
係
長

田
中 

俊
行

企
画
財
政
課 

工
事
検
査
係
　
係
長

水
産
課 

漁
港
建
設
係
兼
海
岸
防
災
係
　
係
長

池
田 

洋
輔

町
民
課 

住
民
係
　
係
長

保
健
福
祉
課 

健
康
増
進
係
　
主
査

○
前
田 

美
保

町
民
課 

年
金
係
　
係
長

廃
棄
物
対
策
室 

（
宇
和
島
地
区
広
域

事
務
組
合
派
遣
）
係
長

宮
本 

良
也

水
産
課 

漁
港
建
設
係
　
係
長

御
荘
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー 

管
理
事
業
係
　
係
長

濵
田 

和
洋

水
産
課 

管
理
係 

係
長

環
境
衛
生
課 

廃
棄
物
対
策
係
　
係
長

濵 

哲
也

水
産
課 

水
産
振
興
室

海
洋
資
源
開
発
セ
ン
タ
ー
係
　
係
長

愛
南
町
海
洋
資
源
開
発
セ
ン
タ
ー
　

管
理
事
業
係
　
係
長

浜
田 

雅
浩

水
産
課 

水
産
振
興
室
　
水
産
振
興
係
　
係
長

水
産
課 

産
業
振
興
室 

産
業
振
興
係
　
係
長

兵
頭 

重
徳

水
産
課 

水
産
振
興
室
　
水
産
研
究
普
及
係
　
係
長

水
産
課 

水
産
研
究
開
発
室 

水
産
研
究
開
発
係
　
係
長

守
口 

庸
夫

商
工
観
光
課 

雇
用
対
策
係
　
係
長

財
産
管
理
課 

管
理
係
　
係
長

西
田 

順
哉

保
健
福
祉
課 

児
童
福
祉
係
　
係
長

議
会
事
務
局 

議
会
事
務
係 

係
長

鈴
木 

洋
文

保
健
福
祉
課 

児
童
福
祉
係
　
係
長

町
民
課 

年
金
係 

係
長

松
田 

恵

保
健
福
祉
課 

健
康
増
進
係
　
主
任
栄
養
士
保
健
福
祉
課 

健
康
増
進
係
　
上
級
栄
養
士

○
山
本 

和
恵

保
健
福
祉
課 

健
康
増
進
係
　
主
任
栄
養
士
養
護
老
人
ホ
ー
ム
南
楽
荘
　
上
級
栄
養
士

○
溝
垣 

有
里

御
荘
保
育
所
　
主
任
保
育
士

家
串
保
育
所
　
主
任
保
育
士

児
島 

裕
子

御
荘
保
育
所
　
主
任
保
育
士
　

柏
保
育
所
　
主
任
保
育
士

山
口 

恵
里
子

御
荘
保
育
所
　
主
任
栄
養
士

柏
保
育
所
　
主
任
栄
養
士

浅
田 

東
子

長
月
保
育
所
　
主
任
保
育
士

中
浦
保
育
所 

主
任
保
育
士

木
村 

八
代
美

長
崎
保
育
所
　
主
任
保
育
士

城
辺
保
育
所
　
主
任
保
育
士

齋
藤 

智
子

長
崎
保
育
所
　
主
任
保
育
士

長
崎
保
育
所
　
上
級
保
育
士

○
前
田 

麻
子

中
浦
保
育
所
　
主
任
保
育
士

御
荘
保
育
所
　
主
任
保
育
士

濵
田 

悦
子

城
辺
保
育
所
　
主
任
保
育
士

東
海
保
育
所
　
主
任
保
育
士

木
下 

勝
美

緑
保
育
所
　
主
任
保
育
士

御
荘
保
育
所
　
主
任
保
育
士

浜
田 

妙
美

一
本
松
保
育
所
　
主
任
保
育
士

正
木
保
育
所
　
上
級
保
育
士

○
山
田 

美
幸

高
齢
者
支
援
課 

高
齢
者
支
援
係
　
係
長

高
齢
者
支
援
課 

高
齢
者
支
援
係
　
主
査

○
吉
田 

直
喜

高
齢
者
支
援
課 

介
護
認
定
係
　
主
任
栄
養
士

一
本
松
保
育
所
　
上
級
栄
養
士

○
清
水 

緩
美

環
境
衛
生
課 

廃
棄
物
対
策
係
　
係
長

環
境
衛
生
課 

廃
棄
物
対
策
係
　
主
査

○
前
田 

和
紀

御
荘
霊
苑 

管
理
事
業
係
　
係
長

環
境
衛
生
セ
ン
タ
ー
　
主
査

○
米
澤 

裕
二

国
保
一
本
松
病
院
　
主
任
技
師

国
保
一
本
松
病
院
　
臨
床
検
査
技
師

○
松
本 

美
栄

国
保
一
本
松
病
院
　
主
任
技
師

国
保
一
本
松
病
院
　
理
学
療
法
士

○
中
澤 

充
美

水
道
課 

上
水
道
係
　
係
長

国
保
一
本
松
病
院 

庶
務
係
　
係
長

島
内 

一
男

水
道
課 

簡
易
水
道
係
　
係
長
　

商
工
観
光
課 

観
光
係
　
係
長

山
岡 

強

内
海
支
所 

産
業
建
設
係
　
係
長

御
荘
支
所 

産
業
建
設
係
　
係
長

小
埜
山 

武
士

内
海
支
所 

住
民
福
祉
係
　
係
長

税
務
課 

徴
収
係
　
係
長

高
木 

貴
子

御
荘
支
所 

産
業
建
設
係
　
係
長

水
道
課 

簡
易
水
道
係
　
係
長

宮
崎 

康
弘

西
海
支
所 

環
境
観
光
係
　
係
長

観
光
旅
客
船
　
船
長

吉
田 

昌
宏

消
防
署 

第
２
小
隊
（
救
急
係
）
　
係
長

消
防
署 

第
３
小
隊
（
救
急
係
）
　
係
長

大
戸 

孝
一

消
防
署 

第
３
小
隊
（
救
急
係
）
　
係
長

消
防
署 

第
１
小
隊
（
救
急
係
）
　
主
査

○
清
家 

康
之

学
校
教
育
課 

総
務
係
　
係
長

学
校
教
育
課 

総
務
係
　
主
査

○
土
居 

純
子

生
涯
学
習
課 

ス
ポ
ー
ツ
振
興
係
　
係
長

一
本
松
公
民
館
　
管
理
事
業
係
　
係
長

(

併)

総
務
課
　
地
域
支
援
係

(

併)

町
民
課
　
住
民
係

嘉
新 

満
雄

生
涯
学
習
課 

ス
ポ
ー
ツ
振
興
係
　
係
長

生
涯
学
習
課 

ス
ポ
ー
ツ
振
興
係
　
主
査

○
清
水 

良
一

内
海
公
民
館
　
管
理
事
業
係
　
係
長

(

併)

総
務
課
　
地
域
支
援
係

(

併)

町
民
課
　
住
民
係

総
務
課 

交
通
係
　
主
査

○
大
間
知 

伸
一

菊
川
公
民
館
　
管
理
事
業
係
　
係
長

(

併)

総
務
課
　
地
域
支
援
係

(

併)

町
民
課
　
住
民
係

菊
川
公
民
館 

管
理
事
業
係
　
主
査

(

併)

総
務
課
　
地
域
支
援
係

(

併)

町
民
課
　
住
民
係

○
山
下 

知
恵
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東
海
公
民
館
　
管
理
事
業
係
　
係
長

(
併)
総
務
課
　
地
域
支
援
係

(

併)
町
民
課
　
住
民
係

税
務
課 

資
産
税
係
　
主
査

○
四
鹿 

史
彦

緑
公
民
館 
管
理
事
業
係
　
係
長

(

併)

総
務
課
　
地
域
支
援
係

(

併)

町
民
課
　
住
民
係

緑
公
民
館 

管
理
事
業
係
　
主
査

(

併)

総
務
課
　
地
域
支
援
係

(

併)

町
民
課
　
住
民
係

○
田
下 

弘
之

一
本
松
公
民
館 

管
理
事
業
係
　
係
長

(

併)

総
務
課
　
地
域
支
援
係

(

併)

町
民
課
　
住
民
係

一
本
松
支
所 

住
民
福
祉
係
　
係
長

遠
近 

と
し
え

西
海
公
民
館 

管
理
事
業
係
　
係
長

(

併)

総
務
課
　
地
域
支
援
係

(

併)

町
民
課
　
住
民
係

財
産
管
理
課 

管
財
係
　
係
長

川
村 

洋
司

西
海
公
民
館 

管
理
事
業
係
　
係
長

(

併)

総
務
課
　
地
域
支
援
係

(

併)

町
民
課
　
住
民
係

西
海
公
民
館 

管
理
事
業
係
　
主
査

(
併)

総
務
課
　
地
域
支
援
係

(
併)
町
民
課
　
住
民
係

○
吉
田 

都
々
子

御
荘
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー 

管
理
事
業
係
　
係
長

生
涯
学
習
課 

ス
ポ
ー
ツ
振
興
係
　
係
長

近
田 

幸
信

【 

一
般
職
】

総
務
課
　
主
査

学
校
教
育
課
　
主
査

澤
近 

良

総
務
課 

（
愛
媛
県
派
遣
）
　
主
査

一
本
松
支
所
　
主
査

大
森 

安
洋

財
産
管
理
課
　
主
査

水
道
課
　
主
査

浦
川 

宙

財
産
管
理
課
　
主
査

総
務
課 

（
愛
媛
県
派
遣
）
　
主
査

中
田 

憲
克

税
務
課
　
主
査

総
務
課
（
後
期
高
齢
者
広
域
医
療
連

合
派
遣
） 

主
査

宮
川 

茂
朗

税
務
課
　
主
査

東
海
公
民
館
　
主
査

岩
崎 

宏
之

町
民
課
　
主
査

保
健
福
祉
課
　
主
査

小
松 

一
恵

農
林
課
　
主
事

城
辺
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー 

主
事
兼
運
転
手

松
﨑 
博
文

農
林
課
　
主
査

消
防
本
部
　
庶
務
課
　
主
査

田
村 

弘
志

農
業
支
援
セ
ン
タ
ー
　
主
査

農
林
課
　
主
査

砂
田 

達
也

水
産
課 

水
産
振
興
室
　
主
査

水
産
課
　
主
査

上
田 

耕
平

水
産
課 

水
産
振
興
室
　
主
査

水
産
課
　
水
産
研
究
開
発
室
　
主
査

浦
﨑 

慎
太
郎

水
産
課 

水
産
振
興
室
　
主
事

愛
南
町
海
洋
資
源
開
発
セ
ン
タ
ー
　
主
事

広
瀬 

琢
磨

水
産
課 

水
産
振
興
室
　
主
事

愛
南
町
海
洋
資
源
開
発
セ
ン
タ
ー
　
主
事

清
水 

陽
介

水
産
課 

水
産
振
興
室
　
主
査

農
業
支
援
セ
ン
タ
ー
　
主
査

谷
岡 

誠
司

商
工
観
光
課
　
主
査

内
海
公
民
館
　
主
査

池
田 

大
作

商
工
観
光
課
　
主
事

水
産
課
　
産
業
振
興
室
　
主
事

吉
村 

　
昌

建
設
課
　
主
査

御
荘
支
所
　
主
査

二
神 

志
朗

建
設
課
　
主
査

西
海
支
所
　
主
査

楠
葉 

哲
也

保
健
福
祉
課
　
主
査

総
務
課
　
主
査

清
水 

貴
光

保
健
福
祉
課
　
主
事

町
民
課
　
主
事

藤
本 

光
代

家
串
保
育
所
　
上
級
保
育
士

御
荘
保
育
所
　
上
級
保
育
士

辰
巳 

美
穂

御
荘
保
育
所
　
上
級
保
育
士

緑
保
育
所
　
上
級
保
育
士

松
岡 

純
子

御
荘
保
育
所
　
保
育
士

城
辺
保
育
所
　
保
育
士

廣
瀬 

丹
保

中
浦
保
育
所
　
上
級
保
育
士

長
崎
保
育
所
　
上
級
保
育
士

大
久
保 

幸
子

城
辺
保
育
所
　
上
級
保
育
士

長
崎
保
育
所
　
上
級
保
育
士

中
尾 

千
草

正
木
保
育
所
　
上
級
保
育
士

一
本
松
保
育
所
　
上
級
保
育
士

立
花 

佐
代
子

養
護
老
人
ホ
ー
ム
南
楽
荘
　
栄
養
士

御
荘
保
育
所
　
栄
養
士

小
野
山 

み
き

環
境
衛
生
課
　
主
査

農
林
課
　
主
査

濵
見 

学
司

環
境
衛
生
課
　
主
査

保
健
福
祉
課
　
主
査

本
多 

清
彦

環
境
衛
生
セ
ン
タ
ー
　
主
査

御
荘
霊
苑
　
主
査

柴
田 

浩
治

国
保
一
本
松
病
院
　
主
査

環
境
衛
生
セ
ン
タ
ー
　
主
査

猪
野 

誠
史

国
保
一
本
松
病
院
附
属
内
海
診
療
所
　
准
看
護
師

国
保
一
本
松
病
院
　
准
看
護
師

宮
内 

利
美

御
荘
支
所
　
主
査

御
荘
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
　
主
査

尾
﨑 

光
弘

一
本
松
支
所
　
主
査

学
校
教
育
課
　
主
査

山
本 

裕
子

消
防
本
部
庶
務
課
　
主
査

水
産
課 

産
業
振
興
室
　
主
査

桑
原 

真
也

消
防
本
部
庶
務
課 

（
航
空
隊
派
遣
）
　
主
事

消
防
署 

第
３
小
隊
消
防
係
　
主
事

清
家 

克
己

消
防
署 

第
１
小
隊
救
急
係
　
主
査

消
防
署 

第
２
小
隊
救
急
係
　
主
査

橋
本 

昌
也

消
防
署 

第
３
小
隊
消
防
係
　
主
査

消
防
署 

第
１
小
隊
消
防
係
　
主
査

濵
野 

知

消
防
署 

第
１
小
隊
救
急
係
　
主
事

消
防
署 

第
３
小
隊
救
急
係
　
主
事

平
野 

悦
史

消
防
署 

第
１
小
隊
消
防
係
　
主
事

消
防
署 

第
３
小
隊
通
信
係
　
主
事

松
平  

貴

消
防
署 

第
１
小
隊
救
急
係
　
主
事

消
防
署 

第
３
小
隊
消
防
係
　
主
事

矢
野 

孝
一

消
防
署 

第
３
小
隊
救
急
係
　
主
事

消
防
署 

第
１
小
隊
消
防
係
　
主
事

上
埜 

友
也

消
防
署 

第
２
小
隊
救
急
係
　
主
事

消
防
署 

第
１
小
隊
救
急
係
　
主
事

小
泉 

慶

消
防
署 

第
２
小
隊
救
急
係
　
主
事

消
防
署 

第
２
小
隊
消
防
係
　
主
事

水
尾 

大
輝

学
校
教
育
課
　
主
査

町
民
課
　
主
査

濵
田 

由
貴

城
辺
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
　
主
事
　

(

兼)
運
転
手

柏
寿
園 

（
宇
和
島
地
区
広
域
事
務
組

合
派
遣
）
　
主
事

二
神 

裕
暁

廃
棄
物
対
策
室 

（
宇
和
島
地
区
広
域
事
務

組
合
派
遣
）
主
査

建
設
課
　
主
査

西
田 

智
大

【 

技
能
労
務
職
】

御
荘
保
育
所
　
調
理
員

一
本
松
保
育
所
　
調
理
員

山
田 

須
真
子
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御
荘
保
育
所 

柏
、
家
串
、
中
浦
兼
務
　
調
理
員

御
荘
保
育
所
　
調
理
員

松
田 

加
代
子

長
崎
保
育
所
　
調
理
員

城
辺
保
育
所
　
調
理
員

斎
藤 

睦
美

城
辺
保
育
所
　
調
理
員

長
月
保
育
所
　
調
理
員

三
好 

義
子

城
辺
保
育
所
　
調
理
員

御
荘
保
育
所
　
調
理
員

山
口 

美
桂

城
辺
保
育
所 

長
崎
、
東
海
、
一
本
松
、
正

木
兼
務
　
調
理
員

城
辺
保
育
所
　
調
理
員

幸
田 

ふ
さ
江

緑
保
育
所 

長
月
兼
務
　
調
理
員

緑
保
育
所
　
調
理
員

溝
端 

多
恵

一
本
松
保
育
所
　
調
理
員

東
海
保
育
所
　
調
理
員

島
津 

美
子

僧
都
小
学
校
　
用
務
員

西
海
中
学
校
　
用
務
員

田
村 

佐
賀
美

養
護
老
人
ホ
ー
ム
南
楽
荘
　
調
理
員

城
辺
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
　
調
理
員

松
平 

き
よ
か

養
護
老
人
ホ
ー
ム
南
楽
荘
　
調
理
員

御
荘
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
　
調
理
員

本
多 

弘
美

内
海
支
所 

住
民
福
祉
係
　
用
務
員

御
荘
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
　
調
理
員

大
黒 

美
鈴

御
荘
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
　
調
理
員

養
護
老
人
ホ
ー
ム
南
楽
荘
　
調
理
員

出
口 

ミ
サ
エ

城
辺
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
　
調
理
員

養
護
老
人
ホ
ー
ム
南
楽
荘
　
調
理
員

三
好 

久
代

西
海
公
民
館 

管
理
事
業
係
　
用
務
員

西
浦
小
学
校
用
　
用
務
員

吉
田 

貞
女

平
成
23
年
4
月
1
日
正
規
職
員
新
規
採
用
者

所
属

役
職

消
防
本
部
　
庶
務
課

主
事

成
宮 

拓
洋

消
防
本
部
　
庶
務
課

主
事

土
居 

秀
人

消
防
本
部
　
庶
務
課

主
事

高
田 

大
輝

町
民
課

主
事

内
田 

雅
子

農
林
課

主
事

吉
原 
勇
作

学
校
教
育
課

主
事

鱒 

将
吾

城
辺
幼
稚
園

教
諭

赤
岡 

亮

国
保
一
本
松
病
院

看
護
師

原
田 

正
子

国
保
一
本
松
病
院

看
護
師

本
田 

公
美

国
保
一
本
松
病
院

看
護
師

西
川 

知
子

平
成
23
年
3
月
31
日
正
規
職
員
退
職
者

所
属

役
職

御
荘
支
所

支
所
長

吉
田 

俊
一
郎

西
海
支
所

支
所
長

橋
岡 

政
文

柏
保
育
所(

兼)

家
串
保
育
所
　
所
長

所
長

桐
林 

美
子

御
荘
保
育
所

所
長

小
泉 

サ
ダ
子

平成23年度新規採用職員
写真左より

写真左より
国保一本松病院

城辺幼稚園
赤岡 亮

農林課 吉原 勇作

町民課 内田 雅子

学校教育課 鱒 将吾

西川 知子

本田 公美

原田 正子

消防本部 庶務課
高田 大輝

消防本部 庶務課
成宮 拓洋

消防本部 庶務課
土居 秀人

城
辺
保
育
所

所
長

澤
近 

和
子

一
本
松
保
育
所(

兼)

正
木
保
育
所
　
所
長

所
長

大
本 

千
鶴
江

消
防
署

署
長

松
本 

伯
竹

城
辺
公
民
館

館
長

高
木 

正
夫

夢
創
造
館

課
長
補
佐

尾
崎 

節
美

生
涯
学
習
課

課
長
補
佐

鎌
田 

先

内
海
支
所

係
長

壽
川 

加
津
子

西
海
公
民
館
（
福
浦
）

係
長

吉
田 

正
一

環
境
衛
生
セ
ン
タ
ー

主
査

梶
田 

和
秀

国
保
一
本
松
病
院
附
属
内
海
診
療
所

准
看
護
師

高
橋 

春
美

長
崎
保
育
所

調
理
員

清
水 

京
子

一
本
松
保
育
所

調
理
員

岩
﨑 

三
千
代

環
境
衛
生
セ
ン
タ
ー

業
務
員

宮
本 

千
壽
子

国
保
一
本
松
病
院

看
護
師

赤
岡 

三
保

町
民
課

主
査

久
徳 

由
美
子

一
本
松
保
育
所

保
育
士

濵
見 

ユ
ミ
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新
任
校

前
任
校

氏
　
名

校
長
の
部

平
城
小

船
越
小

前
田 

善
正

長
月
小

満
倉
小

吉
田 

章
代

僧
都
小

西
予
市
中
筋
小

若
田 

正

久
良
小

西
予
市
野
村
中

○
菊
地 

泰
三

船
越
小

西
予
市
皆
田
小

○
山
本 

裕
二

県
教
委

僧
都
小

木
下 

史
生

宇
和
島
市
城
南
中

久
良
小

岡
本 

一
平

鬼
北
町
好
藤
小

西
浦
小

二
宮 

渉

教
頭
の
部

菊
川
小

鬼
北
町
日
吉
中

大
野 

二
郎

一
本
松
小

福
浦
小

幸
田 

健
一

福
浦
小

福
浦
中

少
林 

法
子

篠
山
小

松
野
町
松
野
南
小

田
中 

昭
宏

宇
和
島
市
吉
田
中

菊
川
小

牛
川 

頼
明

八
幡
浜
市
江
戸
岡
小

満
倉
小

冨
長 

清
志

宇
和
島
市
戸
島
小

東
海
小

○
清
水 

二
十
志

宇
和
島
市
九
島
小

篠
山
小

古
森 

ひ
と
み

事
務
長
の
部

城
辺
小

御
荘
中

○
中
尾 

利
恵
子

教
諭
の
部

家
串
小

城
辺
小

岩
﨑 

順
子

家
串
小

一
本
松
小

宮
下 

嘉
納
子

柏
小

篠
山
小

新
谷 

盛
宜

中
浦
小

長
月
小

清
水 

紀
代

平
城
小

久
良
小

西
村 

愛

平
城
小

満
倉
小

山
上 

剛
史

平
城
小

御
荘
中

山
口 

治
代

平
城
小

福
浦
中

村
上 

一
志

菊
川
小

城
辺
小

菅 

登
美

長
月
小

緑
小

宮
﨑 

美
奈
子

城
辺
小

赤
水
小

浅
井 

望

城
辺
小

平
城
小

猪
野 
啓
士
郎

城
辺
小

一
本
松
小

飯
田 
千
歳

緑
小

久
良
小

安
岡 

壽
枝

緑
小

篠
山
中

岩
﨑 

学

僧
都
小

平
城
小

増
田 

登
代
子

久
良
小

篠
山
小

間
口 

志
保

久
良
小

船
越
小

浅
野 

真
二

東
海
小

平
城
小

湯
浅 

泰
子

東
海
小

菊
川
小

北
條 

幸
雄

一
本
松
小

宇
和
島
市
番
城
小

吉
田 

真
由
美

一
本
松
小

満
倉
小

岩
村 

弘
子

一
本
松
小

西
浦
小

井
場
木 

麻
由
美

福
浦
小

宇
和
島
市
御
槙
小

松
田 

信

福
浦
小

西
浦
小

藤
田 

絵
美

船
越
小

城
辺
小

福
村 

さ
ぎ
り

船
越
小

西
浦
小

吉
村 

智
生

篠
山
小

家
串
小

山
下 

陽
子

篠
山
小

平
城
小

佐
藤 

有
紀

篠
山
小

城
辺
小

宮
下 

武
浩

宇
和
島
市
御
槙
小

東
海
小

森
久 

幸
紀

宇
和
島
市
番
城
小

福
浦
小

橋
村 

理
恵
子

養
護
教
諭
の
部

宇
和
島
市
三
間
小

満
倉
小

安
居 

結
花

大
洲
市
三
善
小

福
浦
小

森
岡 

香
代
子

事
務
係
長
の
部

城
辺
小

宇
和
島
市
岩
松
小

○
宮
下 

和
昭

事
務
職
員
の
部

平
城
小

宇
和
島
市
宇
和
津
小

濱
田 

み
え

平
城
小

新
採

島
田 

雄
大

城
辺
小

御
荘
中

矢
野 

明
日
香

知
事
部
局

平
城
小

宮
本 

治

宇
和
島
市
明
倫
小

城
辺
小

山
本 

和
弘

　
次
の
と
お
り
、
4
月
1
日
付
で
人
事
異
動
が
あ
り
ま
し
た

の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
（
氏
名
の
前
の
○
は
昇
任
）

教
職
員
人
事
異
動
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

小
学
校
教
職
員
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新
任
校

前
任
校

氏
　
名

校
長
の
部

宇
和
島
市
城
北
中

福
浦
中

行
定 

惠
志

西
予
市
中
筋
小

西
海
中

黒
田 

道
代

教
頭
の
部

御
荘
中

一
本
松
中

安
岡 

宏
次

一
本
松
中

内
海
中

尾
﨑 

一
平

内
海
中

西
海
中

德
久 

郁
郎

宇
和
島
市
城
南
中

御
荘
中

西
田 

一
洋

教
諭
の
部

御
荘
中

城
辺
中

中
田 

恒
智

御
荘
中

篠
山
中

猪
野 

由
美
子

御
荘
中

福
浦
中

山
岡 

一
孝

御
荘
中

福
浦
中

岩
城 

裕
子

御
荘
中

西
海
中

塚
岡 

政
文

御
荘
中

西
海
中

狩
野 

瑞
穂

台
北
日
本
人
学
校(

御
荘
中)

台
北
日
本
人
学
校(

西
海
中)

鉾
岩 

俊
二

御
荘
中

県
立
し
げ
の
ぶ
特
別
支
援
学
校

山
本 

和
枝

退
職
の
部

平
城
小
校
長

井
上 

洋
子

長
月
小
校
長

大
和
田 

い
そ
子

一
本
松
小
教
頭

吉
村 

智
明

城
辺
小
事
務
長

山
口 

吉
和

平
城
小
事
務
職
員

富
山 

友
梨
子

中
学
校
教
職
員

城
辺
中

御
荘
中

白
石 

明
幸

城
辺
中

西
海
中

猪
野 

浩
信

城
辺
中

西
海
中

都
築 

俊
彦

一
本
松
中

宇
和
島
市
城
東
中

中
谷 

美
緒
子

内
海
中

一
本
松
中

吉
田 

篤
史

内
海
中

福
浦
中

吉
本 

和
代

内
海
中

福
浦
中

岡
原 

耕
一
郎

宇
和
島
市
城
東
中

御
荘
中

山
下 

真
人

鬼
北
町
広
見
中

御
荘
中

片
岡 

重
慶

県
立
津
島
高
校

御
荘
中

末
武 

真
理

県
教
委(

城
東
中)

御
荘
中

好
岡 

裕
子

鬼
北
町
近
永
小

御
荘
中

谷
岡 

矢
衣

宇
和
島
市
城
南
中

城
辺
中

近
藤 

浩
一

宇
和
島
市
城
北
中

青
年
海
外
協
力
隊(

西
海
中)

前
田 

哲
伸

愛
大
附
属
中

西
海
中

吉
岡 

瞳

宇
和
島
市
明
倫
小

西
海
中

田
村 

仁

宇
和
島
市
畑
地
小

西
海
中

森
下 

治
子

宇
和
島
市
城
東
中

内
海
中

末
光 

展
也

鬼
北
町
愛
治
小

内
海
中

曽
根 

美
奈

養
護
教
論
の
部

一
本
松
中

西
海
中

清
家 

文
香

宇
和
島
市
遊
子
小

一
本
松
中

松
本 

忍

事
務
係
長
の
部

御
荘
中

城
辺
小

松
本 

正
子

事
務
職
員
の
部

御
荘
中

宇
和
島
市
城
東
中

芝 

真
徳

宇
和
島
市
岩
松
小

御
荘
中

松
本 

茂
久
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少
子
化
の
進
む
愛
南
町
で
は
、
平
成
22

年
度
末
に
小･

中
学
校
４
校
が
一
度
に
閉

校
と
な
り
ま
し
た
。

　

西
海
中
学
校(

19
日)

、
福
浦
中
学
校(

20

日)

、
西
浦
小
学
校(

26
日)

、
満
倉
小
学
校

(

27
日)

の
閉
校
式
は
、
児
童･

生
徒
、
教

職
員
を
は
じ
め
多
数
の
地
区
住
民
が
集
う

中
、
そ
れ
ぞ
れ
学
校
の
体
育
館
で
厳
か
に

執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
清
水
町
長
が
、
「
地
域
の
皆

様
に
は
、
子
ど
も
達
の
未
来
の
た
め
に
よ

り
よ
い
教
育
環
境
を
と
い
う
観
点
か
ら
統

合
と
い
う
英
断
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ

の
よ
う
な
大
局
的
な
視
点
に
立
っ
て
ご
理

解
を
賜
り
ま
し
た
こ
と
に
、
心
か
ら
感
謝

と
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
児
童･

生
徒

の
皆
さ
ん
は
、
新
し
い
環
境
の
中
で
も

し
っ
か
り
頑
張
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

す
。
」
と
式
辞
を
述
べ
、
田
村
教
育
長
が

閉
校
に
至
る
経
過
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

校
長･

Ｐ
Ｔ
A
会
長
の
挨
拶
の
後
、
最
後

に
児
童･

生
徒
代
表
と
校
長
が
有
馬
ユ
ク

子
教
育
委
員
長
に
校
旗
を
返
納
し
、
そ
の

長
い
歴
史
に
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

　

式
典
の
後
、
最
後
と
な
る
児
童･

生
徒

集
会
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
の
歴
史

や
輝
か
し
い
記
録
な
ど
が
紹
介
さ
れ
、
在

校
生
と
同
窓
生
が
一
緒
に
校
歌
を
歌
う
な

ど
母
校
の
閉
校
を
惜
し
ん
で
い
ま
し
た
。

ありがとう、
    思い出いっぱいの学び舎よ！
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平
成
23
年  

第
１
回
町
議
会
定
例
会

◆
議
会
事
務
局
か
ら

　
本
庁
議
場
で
、
平
成
23
年
第
１
回

町
議
会
定
例
会
を
開
催
し
、
愛
南
町

公
共
事
業
分
担
金
徴
収
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
な
ど
条
例
の
改
正

が
８
議
案
、
平
成
22
年
度
の
一
般
会

計
、
特
別
会
計
（
国
民
健
康
保
険
・

老
人
保
健
・
後
期
高
齢
者
医
療
・
介

護
保
険
・
簡
易
水
道
・
小
規
模
下
水

道
・
浄
化
槽
整
備
事
業
・
温
泉
事
業

等
・
旅
客
船
）
及
び
事
業
会
計
（
上

水
道
・
病
院
）
の
補
正
予
算
が
12
議

案
、
平
成
23
年
度
の
一
般
会
計
、
特

別
会
計
（
国
民
健
康
保
険
・
後
期
高

齢
者
医
療
・
介
護
保
険
・
簡
易
水

道
・
小
規
模
下
水
道
・
浄
化
槽
整
備

事
業
・
温
泉
事
業
等
・
旅
客
船
）
及

び
事
業
会
計
（
上
水
道
・
病
院
）
の

当
初
予
算
が
11
議
案
、
愛
南
町
情
報

通
信
基
盤
整
備
工
事
請
負
契
約
の
変

更
が
３
議
案
、
辺
地
に
係
る
公
共
的

施
設
の
総
合
整
備
計
画
及
び
愛
南
町

過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画
の
変
更
が

２
議
案
の
計
36
議
案
を
可
決
し
ま
し

た
。

　
そ
の
ほ
か
、
愛
南
町
監
査
委
員
に

小
島
敬け

い

一い
ち

郎ろ
う

氏（
城
辺
乙
）の
選
任
に

同
意
し
、
最
低
賃
金
時
給
１
，０
０
０

円
の
実
現
と
中
小
企
業
支
援
策
の
拡

充
を
求
め
る
請
願
書
が
不
採
択
、

２
０
１
１
年
度
年
金
引
き
下
げ
方
針

の
撤
回
と
無
年
金
・
低
年
金
者
へ
の

緊
急
措
置
、
年
金
受
給
資
格
期
間
短

縮
を
求
め
る
請
願
書
を
継
続
審
査
と

し
ま
し
た
。

施
政
方
針

　
今
年
は
、
愛
南
町
総
合
計
画
に
お
け
る
「
後
期
計
画
」
に
お
い
て
設
定
し
た
成
果

指
標
の
達
成
に
向
け
て
、
基
本
事
業
や
事
務
事
業
を
遂
行
し
て
い
く
と
同
時
に
、
平

成
27
年
度
以
降
の
合
併
特
例
措
置
の
縮
減
・
終
了
を
見
据
え
、
徹
底
し
た
行
財
政
改

革
を
実
施
し
な
が
ら
、
限
ら
れ
た
財
源
を
効
果
的
に
活
用
し
、
最
大
の
行
政
効
果
を

得
る
と
い
う
基
本
的
な
考
え
方
の
も
と
、
予
算
編
成
を
行
い
ま
し
た
。
基
本
方
針
と

し
て
町
民
の
暮
ら
し
の
安
心
・
安
全
を
確
保
す
る
こ
と
に
重
点
を
置
き
つ
つ
、
活
力

と
希
望
の
あ
る
愛
南
町
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
主
な
方

針
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
で
す
。

安
全
で
快
適
に
暮
ら
せ
る
美
し
い
ま
ち
づ
く
り

環
境
分
野

環
境
講
座
「
あ
い
な
ん
環
境
大
学
」
の
実
施
、
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス

テ
ム
・
生
ゴ
ミ
処
理
容
器
設
置
補
助
な
ど

消
防
・
救
急

消
防
資
機
材
の
購
入
・
修
繕
、
救
急
救
命
士
養
成
研
修
、
消
防
庁
舎
建
設

の
検
討
な
ど

防
災

防
災
フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催
、
自
主
防
災
組
織
の
育
成
・
支
援
、
各
種
防
災
訓

練
の
実
施
、
防
災
教
育
教
材
開
発
、
木
造
住
宅
耐
震
診
断
・
改
修
工
事
補

助
な
ど

交
通
安
全
・

防
犯
・
公
共

交
通

ガ
ー
ド
レ
ー
ル
・
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
整
備
、
半
島
部
生
活
バ
ス
路
線
運
行

費
補
助
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
運
行
事
業
、
地
域
交
通
体
系
の
見
直
し
な
ど

活
力
の
あ
る
産
業
を
育
て
る
ま
ち
づ
く
り

水
産
業

水
産
物
供
給
施
設
整
備
・
海
岸
保
全
施
設
整
備
、
ぎ
ょ
し
ょ
く
教
育
の
推

進
、
食
育
推
進
大
会
の
実
施
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
よ
る
情
報
化
推
進
及
び
研
究
開

発
の
推
進
、
地
域
産
業
研
究
普
及
セ
ン
タ
ー
施
設
整
備
事
業
な
ど

農
林
業

農
道
・
水
路
の
改
良
・
補
修
、
森
林
整
備
事
業
地
域
活
動
支
援
、
野
菜
産

地
化
・
農
畜
産
物
高
付
加
価
値
化
の
推
進
、
担
い
手
農
家
育
成
確
保
事
業
、

地
域
材
利
用
木
造
住
宅
建
築
の
促
進
、
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
事
業
へ
の

補
助
、
鳥
獣
被
害
対
策
な
ど

商
工
業

消
費
生
活
相
談
員
配
置
、
地
域
食
材
を
活
か
し
た
商
品
開
発
・
人
材
育
成
、

商
店
街
活
性
化
支
援
、
地
元
特
産
品
を
活
用
し
起
業
を
め
ざ
す
方
へ
の
支

援
な
ど

観
光

外
泊
「
石
垣
の
里
」
の
整
備
と
フ
ラ
ワ
ー
ガ
ー
デ
ン
推
進
事
業
、
宇
和
島

圏
域
観
光
イ
ベ
ン
ト
実
行
委
員
会
へ
の
参
画
、
愛
南
び
や
び
や
祭
り
・
愛

南
う
ま
い
も
ん
市
な
ど
各
種
観
光
イ
ベ
ン
ト
へ
の
補
助
な
ど

 3/
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雇
用
対
策

県
の
交
付
金
を
活
用
し
た
ふ
る
さ
と
雇
用
再
生
特
別
交
付
金
事
業
・
緊
急

雇
用
創
出
臨
時
特
例
交
付
金
事
業
の
実
施
、
雇
用
促
進
奨
励
費
・
緊
急
雇

用
安
定
助
成
金
に
よ
る
支
援
、
企
業
誘
致
の
推
進
な
ど

愛
南

ブ
ラ
ン
ド

東
京
に
お
け
る
魚
類
・
柑
橘
な
ど
特
産
品
の
販
売
・
Ｐ
Ｒ
、
日
帰
り
か
つ

お
の
ブ
ラ
ン
ド
化
な
ど

豊
か
な
心
と
文
化
を
育
む
ま
ち
づ
く
り

人
権
・
男
女

共
同
参
画

「
人
権
ふ
ぉ
ー
ら
む
」
や
各
種
人
権
講
座
の
実
施
な
ど
人
権
・
同
和
教
育

の
推
進
、
男
女
共
同
参
画
の
推
進
な
ど

学
校
教
育

統
合
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
建
設
推
進
、
城
辺
幼
稚
園
移
転
推
進
、
ス
ク
ー

ル
バ
ス
運
行
事
業
・
遠
距
離
通
学
助
成
事
業
の
充
実
、
教
育
施
設
の
補
修

工
事
、
英
語
指
導
助
手
設
置
事
業
、
中
学
生
海
外
研
修
事
業
、
各
種
大
会
へ

の
助
成
事
業
な
ど

生
涯
学
習

家
庭
教
育
支
援
事
業
・
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
充
実
、
各
公
民
館
で
実
施

す
る
各
種
サ
ー
ク
ル
講
座
・
イ
ベ
ン
ト
事
業
な
ど

芸
術
・
文
化

町
指
定
史
跡
「
常
盤
城
跡
」
の
災
害
復
旧
事
業
補
助
、
「
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
・

ザ
・
空
海
」
・
パ
ー
ル
ジ
ュ
エ
リ
ー
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
の
充
実
な
ど

ス
ポ
ー
ツ

各
種
ス
ポ
ー
ツ
大
会
や
関
係
団
体
へ
の
補
助
、
体
育
施
設
耐
震
補
強
な
ど

支
え
合
い
健
や
か
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

児
童
福
祉

地
域
子
育
て
支
援
拠
点
事
業
、
延
長
保
育
事
業
、
私
立
保
育
所
委
託
運
営

事
業
な
ど

高
齢
者
福
祉

老
人
ク
ラ
ブ
活
動
助
成
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
運
営
補
助
、
生
き
が

い
活
動
支
援
通
所
事
業
、
老
人
日
常
生
活
用
具
給
貸
与
事
業
、
福
祉
タ
ク

シ
ー
助
成
事
業
、
外
出
支
援
サ
ー
ビ
ス
事
業
へ
の
補
助
な
ど

障
害
者
福
祉

障
害
者
自
立
支
援
医
療
給
付
、
介
護
・
訓
練
等
サ
ー
ビ
ス
の
給
付
、
日
用

生
活
用
具
等
の
給
付
、
障
害
者
福
祉
事
業
補
助
な
ど

介
護
・
自
立

支
援

介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
計
画
、
介
護
保
険
特
別
会
計
の
安
定
的
運
営
の
た
め

の
繰
出
金
な
ど

健
康
・
医
療

子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
・
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
・
小
児
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の

予
防
接
種
推
進
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
費
用
助
成
、
中
学
校
卒
業

時
ま
で
の
入
院
医
療
費
無
料
化
の
実
施
、
各
種
健
康
診
査
や
予
防
接
種
事

業
、
産
科
医
等
確
保
支
援
事
業
へ
の
補
助
な
ど

機
能
的
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

生
活
道
路
・

河
川
・
上
水

道

町
内
生
活
道
路
の
改
良
・
維
持
及
び
補
修
、河
川
の
補
修
、
安
全
・
安
心

な
水
道
水
の
安
定
供
給
、
上
水
道
事
業
の
安
定
的
運
営
、
老
朽
管
更
新
事

業
の
推
進
な
ど

生
活
排
水

小
規
模
下
水
道
・
浄
化
槽
整
備
事
業
特
別
会
計
へ
の
繰
出
金
、
水
洗
便
所

改
造
資
金
へ
の
利
子
補
給
事
業
な
ど

地
域
情
報
化

情
報
基
盤
施
設
の
維
持
管
理
、
不
要
と
な
っ
た
共
聴
施
設
の
撤
去
推
進
、

情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
監
査
業
務
委
託
に
よ
る
個
人
情
報
保
護
の
徹
底
な
ど

町
営
住
宅
・

集
会
所

計
画
的
な
町
営
住
宅
の
維
持
管
理
・
改
修
工
事
、
集
会
所
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ー
セ
ン
タ
ー
の
修
繕
・
改
修
な
ど

み
ん
な
が
主
役
の
ま
ち
づ
く
り

町
民
、
事
業

者
及
び
行
政

の
協
働

地
域
振
興
費
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
会
へ
の
助
成
推
進
、
住
民
自
治
評
価

委
員
会
の
設
置
、
宝
く
じ
助
成
金
を
活
用
し
た
地
区
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施

設
へ
の
補
助
な
ど

効
率
的
・
計

画
的
な
行
財

政
運
営

職
員
の
各
種
研
修
に
よ
る
能
力
向
上
・
人
材
育
成
の
推
進
、
職
員
改
善
提

案
制
度
の
創
設
、
補
助
金
適
正
化
・
行
政
改
革
の
推
進
、
行
政
評
価
の
実

施
な
ど

所
管
事
務
調
査
報
告

　
報
告
者  

産
業
建
設
常
任
委
員
会
委
員
長
　
宮
下
　
一
郎

　
調
査
事
項
「
有
害
鳥
獣
対
策
に
つ
い
て
」

　
調
査
結
果
報
告

　
今
回
、
当
委
員
会
は
提
出
資
料
に
基
づ
き
、
机
上
審
査
の
後
、
現
地
調
査
を
実
施
し
た

の
で
、
そ
の
結
果
を
報
告
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
全
国
的
に
深
刻
と
な
っ
て
い
る
有
害
鳥
獣
被
害
に
つ
い
て
は
、
本
町
に
お
い
て
も
例
外

で
は
な
く
、
現
地
調
査
に
お
い
て
果
樹
園
で
発
生
し
て
い
る
シ
カ
の
剥
皮
や
食
害
の
大
き

さ
は
予
想
以
上
の
も
の
で
あ
っ
た
。

　
現
在
、
有
害
鳥
獣
対
策
に
つ
い
て
は
、
地
元
猟
友
会
に
依
存
し
て
い
る
が
、
会
員
の
高

齢
化
、
新
規
狩
猟
免
許
所
持
者
の
減
少
に
よ
る
後
継
者
不
足
等
に
よ
り
、
鳥
獣
害
防
止
対

策
が
困
難
な
状
況
で
あ
る
。

　
今
後
は
、
猟
友
会
会
員
の
高
齢
化
に
つ
い
て
十
分
考
慮
す
る
必
要
が
あ
り
、
愛
南
町
鳥

獣
害
被
害
防
止
対
策
協
議
会
も
含
め
た
狩
猟
免
許
取
得
促
進
対
策
等
が
急
務
で
あ
る
。
ま

た
、
県
境
高
知
県
や
近
隣
の
市
町
と
の
情
報
交
換
等
に
よ
り
連
携
を
密
に
し
て
、
よ
り
効

果
的
な
被
害
軽
減
対
策
を
図
る
た
め
営
農
・
営
林
の
指
導
も
重
要
と
な
っ
て
く
る
。

　
な
お
、県
の
適
正
化
計
画
に
よ
り
３
月
15
日
ま
で
延
長
さ
れ
て
い
る
イ
ノ
シ
シ
、シ
カ
の
猟

期
の
継
続
を
働
き
か
け
て
い
く
べ
き
と
の
意
見
が
あ
っ
た
こ
と
を
つ
け
加
え
て
お
き
た
い
。

　
以
上
、
産
業
建
設
常
任
委
員
会
の
意
見
を
集
約
し
調
査
結
果
を
報
告
い
た
し
ま
す
。
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人
材
育
成
事
業
補
助
金

に
つ
い
て
！

◆
企
画
財
政
課
か
ら

平
成
23
年
第
２
回
町
議
会
臨
時
会
！

◆
議
会
事
務
局
か
ら

愛
媛
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
！

◆
愛
媛
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
か
ら

一
般
質
問

質
問
者

質
　
　
疑
　
　
事
　
　
項

土
居
　
尚
行

①
新
庁
舎
建
設
問
題
に
つ
い
て

佐
々
木
史
仁

①
住
宅
用
火
災
報
知
器
の
設
置
に
つ
い
て

②
ご
み
収
集
委
託
料
に
つ
い
て

宮
下
　
一
郎

①
閉
校
校
舎
、
内
海
支
所
の
活
用
に
つ
い
て

②
保
育
園
児
通
園
バ
ス
に
つ
い
て

山
下
　
正
敏

①
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

②
町
税
の
収
納
状
況
に
つ
い
て

草
木
原
由
幸

①
宿
毛
市
の
事
業
者
へ
の
介
護
給
付
費
返
還
請
求
に
つ
い
て

②
一
般
質
問
へ
の
対
処
に
つ
い
て

内
倉
　
長
蔵

①
愛
南
町
の
救
急
診
療
態
勢
に
つ
い
て

②
愛
媛
県
議
会
議
員
選
挙
に
対
し
て
、
町
長
の
対
応
は
い
か
に

西
口
　
　
孝

①
愛
南
町
の
中
で
経
済
が
循
環
す
る
シ
ス
テ
ム
作
り
と
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム

助
成
に
つ
い
て

②
国
民
健
康
保
険
法
第
44
条
に
謳
わ
れ
て
い
る
医
療
費
の
一
部
負
担
の
猶

予
、
ま
た
は
減
免
の
条
例
制
定
に
つ
い
て

③
国
民
健
康
保
険
に
加
入
世
帯
だ
け
、
子
ど
も
に
も
保
険
料
が
賦
課
さ
れ

て
い
る
が
止
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
、
に
つ
い
て

④
国
民
健
康
保
険
の
広
域
化
に
対
す
る
対
応
、
考
え
方
に
つ
い
て

※
詳
し
く
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。な
お
、
公
開
に
は
２
か
月
程
度
か
か
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　
町
で
は
、地
域
づ
く
り
の
担
い
手
と

し
て
の
リ
ー
ダ
ー
づ
く
り
や
国
際
化

時
代
・
情
報
化
時
代
に
対
応
し
た
人
材

育
成
を
目
的
と
し
て「
人
材
育
成
事
業

補
助
金
制
度
」を
創
設
し
て
い
ま
す
。

各
分
野
に
お
け
る
広
い
視
野
と
国
際

感
覚
を
持
っ
た
「
ひ
と
づ
く
り
」
を
目

的
と
し
た
事
業
に
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

補
助
金
額

●
国
内
研
修　

必
要
経
費
（
食
糧
費

を
除
く
旅
費
、
宿
泊
費
及
び
資
料

代
）
の
½
以
内
で
１
人
当
た
り
10
万

円
を
限
度

●
国
外
研
修
　
必
要
経
費
（
食
糧
費

を
除
く
旅
費
、
宿
泊
費
及
び
資
料

代
）
の
½
以
内
で
１
人
当
た
り
30
万

円
を
限
度

●
学
習
会
、
講
座
及
び
研
修
会
の

参
加
又
は
開
催
　
必
要
な
経
費（
食

糧
費
を
除
く
報
償
費
、
旅
費
、
需
用

費
、
役
務
費
、
使
用
料
及
び
賃
借

料
）の
½
以
内
で
50
万
円
を
限
度

補
助
金
交
付
対
象
者

・
町
内
に
居
住
す
る
方
で
、
今
後
も

引
き
続
き
居
住
す
る
意
思
の
あ
る
方

・
将
来
に
わ
た
っ
て
地
域
社
会
に
貢

献
す
る
意
思
の
あ
る
方

・
町
の
振
興
及
び
活
性
化
に
自
ら
取

り
組
み
、リ
ー
ダ
ー
的
役
割
が
果
た
せ

る
方

・
町
税
等
を
滞
納
し
て
い
な
い
方

そ
の
他
　
こ
の
補
助
金
を
受
け
よ
う

と
す
る
方
は
、
交
付
申
請
書
を
事
業

実
施
の
１
か
月
前
ま
で
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
愛
南
町
人
材
育
成
事
業

審
査
会
で
内
容
を
審
査
し
適
否
を
決

定
し
ま
す
。

問
合
せ

　
企
画
財
政
課（
℡
７
２
―

７
３
１
７
）

　
本
庁
議
場
で
、
平
成
23
年

第
２
回
議
会
臨
時
会
を
開
催

し
、
愛
南
町
情
報
通
信
基
盤
整
備
工

事(

通
信
設
備
・
引
込
宅
内
設
備)

請

負
契
約
の
変
更
に
つ
い
て
の
１
議
案

を
可
決
し
ま
し
た
。

 3/
   30

　
こ
の
た
び
、
愛
媛
県
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
が
気
軽
に
利
用
で
き
る
セ
ン

タ
ー
に
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。

　
相
談
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
守
る

た
め
個
室
の
相
談
コ
ー
ナ
ー
を
設
置

し
ま
し
た
。
ま
た
、
消
費
者
の
皆
様

に
パ
ネ
ル
展
示
な
ど
で
わ
か
り
や
す

く
暮
ら
し
に
役
立
つ
情
報
を
展
示
し

て
い
ま
す
。

さ
ら
に
テ
ス

ト
室
も
整
備

し
、
簡
単
な

テ
ス
ト
に
対

応
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま

し
た
。
ぜ
ひ
、

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
　

　愛
媛
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（
℡
０
８
９
―

９
２
５
―

３
７
０
０
）

相談室
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歳　出
137億2,100万円
（目的別）

民生費
34億8,206万8千円
（25.4％）

総務費
20億6,082万3千円
（15.0％）

教育費
13億9,567万9千円
（10.4％）

衛生費
13億7,674万3千円
（9.9％）

教育費
13億9,567万9千円
（10.2％）

衛生費
13億7,674万3千円
（10.0％）

農林水産業費
10億2,326万6千円
（7.5％）

農林水産業費
10億2,326万6千円
（7.5％）

消防費
4億2,225万2千円
（3.1％）

土木費
3億6,554万7千円
（2.7％）

商工費
3億6,150万4千円
（2.6％）

その他
1億4,463万1千円（1.1％）

公債費
30億8,848万7千円
（22.5％）

公債費
30億8,848万7千円
（22.5％）

歳　入
137億2,100万円

（前年度比0.7％増）

地方交付税
77億6,270万1千円
（56.6％）

町税
16億9,679万4千円
（12.4％）

町税
16億9,679万4千円
（12.4％）

  国・県支出金
16億1,261万4千円
（11.8％）

町債
8億1,590万円
（5.9％）

繰入金
3億7,310万1千円
（2.7％）

分担金及び負担金
2億7,564万2千円
（2.0％）

地方消費税交付金
1億9,000万円
（1.4％）

繰越金
3億円
（2.2％）

諸収入
2億4,641万円
（1.8％）

使用料及び手数料
1億8,279万4千円
（1.3％）

地方譲与税
1億3,900万円
（1.0％）

その他
1億2,604万4千円
（0.9％）

その他の内訳

利子割交付金 740万円

配当割交付金 280万円

株式等譲渡所得割
交付金

120万円

自動車取得税交付金 3,800万円

地方特例交付金 4,700万円

交通安全対策特別
交付金

300万円

財産収入 2,414万4千円

寄附金 250万円

その他の内訳

議会費 1億1,494万6千円

災害復旧費 1,064万6千円

諸支出金 903万9千円

予備費 1,000万円

平成23年度の当初予算の概要についてお知らせします

　平成23年度は、愛南町総合計画における「後期計画」において設定した成果指標の達成に向

けて事業を遂行していくとともに、平成27年度以降の合併特例措置の縮減・終了を見据え、引

き続き徹底した行財政改革を実施しながら、限られた財源を効果的に活用し、最大の行政効果

を得るという基本的な考え方のもと、予算編成を行いました。

（2）歳出の内訳

（1）歳入の内訳

1　平成23年度一般会計当初予算
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3　企業会計当初予算
（１）上水道事業会計
歳入

予　算　額
前年度予算に
対する増減

水道事業収益 4億8,121万4千円 150万2千円の増

資本的収入 4,645万1千円 1,832万7千円の減

計 5億2,766万5千円 1,682万5千円の減

（２）病院事業会計
歳入

予　算　額
前年度予算に
対する増減

病院事業収益 6億1,350万円 1,350万円の増

資本的収入 519万1千円 2,883万1千円の減

計 6億1,869万1千円 1,533万1千円の減

2　特別会計当初予算
会　計　名 予　算　額 前年度予算に対する増減

国民健康保険特別会計 ３７億５,５００万円 １億３,３００万円の増

老人保健特別会計 ０円 １,０００万９千円の減

後期高齢者医療特別会計 ２億５,２００万円 １,１２０万円の減

介護保険特別会計 ２７億２,０００万円 １億９,７００万円の増

簡易水道特別会計 ２億５,４８０万円 ７,０７０万円の減

小規模下水道特別会計 １億６,６８０万円 ２３０万円の減

浄化槽整備事業特別会計 ２億７,５６０万円 ２億７,５６０万円の増

温泉事業等特別会計 ７,６００万円 ２３０万円の減

旅客船特別会計 ２,３２０万円 １,２８０万円の減

歳出

予　算　額
前年度予算に
対する増減

水道事業費用 4億8,121万4千円 150万2千円の増

資本的支出 2億3,272万6千円 2,104万2千円の増

計 7億1,394万円 2,254万4千円の増

注）資本的収入額が資本的支出額に対して不足する額1億8,627万5千円は、当年度資本的収支調整額351万
3千円、当年度分損益勘定留保資金1億8,276万2千円で補填します。

歳出

予　算　額
前年度予算に
対する増減

病院事業費用 6億1,350万円 1,350万円の増

資本的支出 2,300万3千円 2,868万8千円の減

計 6億3,650万3千円 1,518万8千円の減

注）資本的収入額が資本的支出額に対して不足する額1,781万2千円は、過年度分損益勘定留保資金1,781万
2千円で補填します。

歳　出
137億2,100万円
（性質別）

人件費
34億1,398万8千円
（24.9％）

物件費
22億8,693万3千円
（16.7％）

繰出金
15億9,348万4千円
（11.6％）

繰出金
15億9,348万4千円
（11.6％）

普通建設事業費
10億7,237万6千円
（7.8％）

扶助費
11億7,753万3千円
（8.6％）

扶助費
11億7,753万3千円
（8.6％）

補助費等
9億4,210万8千円
（6.9％）

その他
1億4,609万1千円
（1.1％）

公債費
30億8,848万7千円
（22.5％）

公債費
30億8,848万7千円
（22.5％）

その他の内訳

維持補修費 8,780万3千円

積立金 890万2千円

投資及び出資金 2,240万円

貸付金 634万円

災害復旧事業費 1,064万6千円

予備費 1,000万円
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高
性
能
医
療
機
器
を

導
入
し
ま
し
た
！

◆
国
保
一
本
松
病
院
か
ら

憲
法
週
間
記
念
行
事

無
料
法
律
相
談
会
！

◆
総
務
課
か
ら

平
成
23
年
度
版 

愛
南
町
健
康

カ
レ
ン
ダ
ー
が
で
き
ま
し
た
！

◆
保
健
福
祉
課
か
ら

「
健
康
・
生
き
い
き
・
ai
プ
ラ

ン
推
進
大
会
」の
お
知
ら
せ
！

◆
保
健
福
祉
課
か
ら

　
国
保
一
本
松
病
院
で
は
、
４
月
よ

り
マ
ル
チ
ス
ラ
イ
ス
Ｃ
Ｔ
撮
影
装

置
（
16
列
同
時
撮
影
、
今
ま
で
は
１

列
）
を
導
入
し
ま
し
た
。
今
ま
で
よ

り
撮
影
時
間
が
大
幅
に
短
く
な
り
被ひ

曝ば
く

も
軽
減
さ
れ
、
さ
ら
に
デ
ジ
タ
ル

画
像
処
理

に
よ
っ
て
、

診
察
室
で

患
者
様
に

鮮
明
な
画

像
で
、
病

気
の
説
明

を
す
る
こ

と
が
で
き

ま
す
。

ま
た
、

よ
り
わ

か
り
や

す
く
す

る
た
め
、

立
体
的

な
画
像

処
理
も

可
能
と
な
り
ま
し
た
。

　
内
視
鏡
も
、
今
ま
で
以
上
に
小
さ

な
病
変
も
確
認
で
き
る
新
型
内
視

鏡
を
導
入
し
、
画
像
処
理
シ
ス
テ
ム

と
連
携
し
ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
、
骨

粗
し
ょ
う
症
の
診
断
に
有
用
な
新
型

の
骨
密
度
測
定
装
置
も
導
入
し
ま
し

た
。

問
合
せ
　
国
保
一
本
松
病
院

（
℡
８
４
―

２
２
５
５
）

新型内視鏡骨密度測定装置

マルチスライスCT撮影装置

日
時
　
５
月
６
日（
金
）

　　　10
時
〜
15
時

受
付
時
間
　
９
時
〜
14
時
30
分

　　　　　
（
先
着
順
）

場
所
　
松
山
地
方
裁
判
所
宇
和
島
支
部

相
談
担
当
者

　
え
ひ
め
弁
護
士
会
所
属
の
弁
護
士

相
談
時
間
　
30
分
以
内

問
合
せ

　
松
山
地
方
裁
判
所
総
務
課
無
料
法

律
相
談
係

（
℡
０
８
９
―

９
４
１
―

４
１
５
１
）

　
町
で
は
、
毎
年
健
康
カ
レ
ン
ダ
ー

を
作
成
し
て
い
ま
す
。
健
康
カ
レ
ン

ダ
ー
に
は
、
特
定
健
診
や
が
ん
検

診
、
乳
幼
児
健
診
や
心
の
健
康
相

談
な
ど
の
健
康
に
関
す
る
事
業
の

日
程
や
、
健
康
情
報
を
掲
載
し
て
い

ま
す
。
各
ご
家
庭
に
は
４
月
に
お
配

り
し
て
い

ま
す
が
、

城
辺
保
健

福
祉
セ
ン

タ
ー
、
各

支
所
窓
口

で
も
お
配

り
し
て
い

ま
す
。
ぜ

ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

　保
健
福
祉
課（
℡
７
２
―

１
２
１
２
）

　
愛
南
町
で
は
、
愛
南
町
健
康
増
進

計
画
「
健
康
・
生
き
い
き
・
ai
プ
ラ
ン
」

の
さ
ら
な
る
推
進
に
向
け
て
、
健
康

づ
く
り
地
区
組
織
活
動
を
地
域
に
広

げ
、積
極
的
な
住
民
参
加
を
目
的
に
第

３
回
推
進
大
会
を
開
催
し
ま
す
。多
数

の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
時
　
６
月
11
日（
土
）13
時
15
分

〜
15
時
30
分

場
所
　
御
荘
文
化
セ
ン
タ
ー

内
容 

●
テ
ー
マ
「
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で

の
歯
と
口
の
健
康
づ
く
り
」

●
講
演
「
健
康
で
楽
し
く
食
べ
る
た
め
に
」

　
講
師
　
あ
さ
う
み
歯
科
医
院

　
　
　
　
浅
海
裕ひ

ろ

紀き 

院
長

●
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
健
康
な
歯
で
い

る
た
め
に
で
き
る
こ
と
」

　
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

　
池
田
歯
科
医
院 

池
田
敬た

か

洋ひ
ろ 

院
長

●
健
康
劇
「
地
域
み
ん
な
で 

え
え

歯
を
め
ざ
そ
う
！！
」

　
あ
い
な
ん
健
康
劇
団
Ａ
Ｋ
Ｇ
25

入
場
料
　
無
料

問
合
せ
　
保
健
福
祉
課

（
℡
７
２
―

１
２
１
２
）
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６
月
１
日
〜
７
日
は

水
道
週
間
で
す
！

◆
水
道
課
か
ら

基
本
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
の

送
付
に
つ
い
て
！

◆
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら

介
護
予
防
教
室
の
ご
案
内
！

◆
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら

　
愛
南
町
で
は
65
歳
以
上
の
方(

要

支
援
・
要
介
護
認
定
者
の
方
を
除

く)

を
対
象
に
３
年
間
に
分
け
て
基

本
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
を
配
布
・
回
収

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
結

果
を
も
と
に
介
護
予
防
事
業
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

　
「
蛇
口
か
ら 
あ
ふ
れ
る
ぼ
く
ら
の 

夢
・
未
来
」
。
水
道
は
、
健
康
で
文

化
的
な
国
民
生
活
や
さ
ま
ざ
ま
な
社

会
経
済
活
動
を
支
え
て
い
ま
す
。
住

民
の
皆
さ
ん
の
水
道
水
に
対
す
る
理

解
を
深
め
、
水
道
事
業
の
発
展
に
資

す
る
た
め
、
「
水
道
週
間
」
が
設
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
水
道
課
で
は
、
水
道
週
間
に
あ
わ

せ
て
「
浄
水
場
で
の
施
設
見
学
会
」

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
毎
日
飲
ん
で

い
る
水
道
水
が
ど
の
よ
う
に
作
ら
れ

て
い
る
か
、見
学
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

日
時
　
６
月
１
日
〜
６
月
７
日

　
　
　
10
時
〜
15
時

場
所
　
城
辺
浄
水
場

■
基
本
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
が
送
付
さ

れ
た
方
々
へ

　
あ
な
た
に
必
要
な
介
護
予
防
を
知

る
た
め
に
、
あ
な
た
の
日
常
生
活
を

「
は
い
」
と
「
い
い
え
」
で
チ
ェ
ッ

ク
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
危
険
な
サ
イ

ン
を
早
期
に
発
見
し
、
活
動
的
な
生

活
を
送
る
た
め
に
心
身
の
機
能
を
維

持
・
向
上
さ
せ
る
た
め
生
活
の
中

に
介
護
予
防
を
取
り
入
れ
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

問
合
せ
　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
℡
７
２
―

７
３
２
５
）

平
成
23
年
度　

対
象
地
区

内
海
地
域

家
串

平
碆

須
ノ
川

御
荘
地
域

本
町

寺
新
町

上
町

馬
場

下
永
ノ
岡

上
永
ノ
岡

和
口

長
月

城
辺
地
域

脇
本

中
玉

大
浜

柿
ノ
浦

敦
盛

岩
水

垣
内

深
浦

久
良

一
本
松
地
域

正
木

増
田

西
海
地
域

武
者
泊

麦
ケ
浦

福
浦

樽
見

高
齢
者
の
皆
さ
ん
が
、
介
護
予
防
に

つ
い
て
の
正
し
い
知
識
を
持
ち
、
生

活
機
能
の
維
持
・
向
上
を
図
り
な
が

ら
、
生
き
が
い
を
も
っ
て
活
動
的
に

暮
ら
し
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
介
護
予
防
教
室
を
開
催
し
ま

す
。
申
込
み
は
不
要
で
す
の
で
、
ぜ

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

開
催
時
間
　14
時
〜
5
時
30
分

開
催
予
定
日

開
催
場
所

５
月
12
日（
木
）
深
浦
公
民
館

５
月
19
日（
木
）
平
城
交
流
セ
ン
タ
ー

５
月
26
日（
木
）
家
串
公
民
館

６
月
２
日（
木
）

増
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ー
セ
ン
タ
ー

６
月
９
日（
木
）

樽
見
集
会
所

対
象
者
　65
歳
以
上
の
高
齢
者

内
容
　
介
護
予
防
に
つ
い
て
の
講

話
、
運
動
の
講
話
と
実
技
、
認
知
機

能
低
下
予
防
の
講
話

問
合
せ
　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
℡
７
２
―

７
３
２
５
）

　
　
　（
城
辺
甲
５
４
９
０
番
地
）

問
合
せ

　
水
道
課（
℡
７
２
―

０
８
３
５
）  

　
城
辺
浄
水
場（
℡
７
２
―

０
２
１
２
）
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公
営
住
宅
及
び
町
有
住
宅
の

入
居
者
募
集
に
つ
い
て
！

◆
財
産
管
理
課
か
ら

「
人
権
・
同
和
教
育
基
礎
講
座
」

の
ご
案
内
！

◆
生
涯
学
習
課
人
権
啓
発
室
か
ら

　

５
月
10
日（
火
）〜
５
月
19
日（
木
）

入
居
者
資
格
（
次
の
す
べ
て
の
条
件

を
満
た
し
て
い
る
こ
と
）

⑴
住
宅
に
お
困
り
の
方
、
町
内
に
居

住
を
希
望
す
る
方

⑵
町
税
等
を
滞
納
し
て
い
な
い
方

⑶
暴
力
団
員
で
な
い
方

　
※
こ
こ
で
い
う
暴
力
団
員
と
は

「
暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行
為

の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
」
第
２

条
第
６
号
に
規
定

す
る
暴
力
団
員
を

い
い
ま
す
。

収
入
基
準

　

公
営
住
宅
は
月

額
所
得
が
15
万
８

千
円
以
下
の
世
帯

に
限
り
ま
す
。

申
込
み

　
各
住
宅
、
棟
ご

と
で
の
申
込
と
な

り
、
財
産
管
理
課

又
は
各
支
所
で
入

居
の
申
込
手
続
が

行
え
ま
す
。

問
合
せ

財
産
管
理
課

（
℡
７
２
―

７
３
１
０
）

　
現
在
、
空
室
と
な
っ
て
い
る
公
営

住
宅
及
び
町
有
住
宅
の
入
居
者
を
募

集
し
ま
す
。

公
募
住
宅
の
概
要

　
左
の
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

申
込
受
付
期
間   

種別 住宅名称及び所在地 構造等 間取り 月額家賃

公
　
営
　
住
　
宅

中原住宅 1階 1号室
　城辺甲78番地

RC造3階建
（築39年）

3DK
41.8㎡

7,800円～
11,700円

三島団地3号棟（2部屋） 2階6号室、3階3号室
　城辺乙669番地

RC造3階建
（築36年）

3DK
55.3㎡

8,600円～
12,800円

永ノ岡団地 3階7号室
　御荘平城3117番地2

RC造3階建
（築31年）

2LDK
59.2㎡

11,600円～
17,300円

中浦団地（3部屋） 1階1・3・5号室
　中浦1677番地

RC造3階建
（築33年）

3DK
56.3㎡

9,200円～
13,700円

柏AB団地A棟 4号室
　柏1584番地

CB造2階建
（築30年）

3DK
62.7㎡

11,200円～
16,700円

家串団地1号棟 1号室
　家串1154番地

CB造2階建
（築33年）

3DK
61.3㎡

11,100円～
16,600円

南部住宅 3号室
　一本松1287番地1

木造2階建
（築23年）

3DK
74.1㎡

13,800円～
20,600円

町有
住宅

徳田町有住宅 2号室
　正木1129番地1

木造2階建
（築17年）

3DK
76.7㎡ 35,000円

※単身者でも申し込みができる場合もありますが、世帯を有している方を優先しま
す。なお、入居まで多少時間のかかる住宅もあります。

※入居には連帯保証人が2名必要となり、敷金は月額家賃の3か月分、共益費は別途必要です。

〜「
と
も
に
生
き
る
」道
を
探
る
〜

　
誰
も
が
し
あ
わ
せ
に
生
き
た
い
と

心
か
ら
願
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
は

ば
む
最
大
の
課
題
が
差
別
す
る
心
で

す
。
講
師
は
こ
の
差
別
心
を
解
放
す

る
こ
と
の
困
難
に
、
幼
少
期
よ
り
苦

悩
し
て
き
ま
し
た
。
な
ぜ
そ
れ
が

困
難
な
の
か
。
そ
れ
は
心
の
な
か

の
「
無
意
識
（
も
う
一
人
の
自
分
）
」

に
存
在
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る

「
悪
」
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
翻
弄
さ
れ

る
か
ら
で
す
。
こ
の
追
究
の
な
か
で

見
い
だ
し
て
き
た
「
と
も
に
生
き

る
」
希
望
へ
の
道
筋
を
語
り
、
と
も

に
考
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

講
師
　
浅
田
　
淳

あ
つ
し

先
生（
宇
和
島
市

吉
田
町
人
権
教
育
協
議
会
副
会
長
）

時
間
　
19
時
30
分
〜
21
時

場
所
　
御
荘
文
化
セ
ン
タ
ー

受
講
料
　
無
料

申
込
締
切
　
５
月
20
日（
金
）

申
込
み
・
問
合
せ
　
受
講
を
希
望
さ

れ
る
方
は
、
電
話
、
℻
又
は
Ｅ
メ
ー

ル
で
住
所
・
氏
名
・
連
絡
先
を
生

涯
学
習
課
人
権
啓
発
室
（
℡
７
２
―

１
５
３
０
・
℻
７
３
―

１
１
１
３
・

E
-m
ail:jinken@

to
w
n.ainan.ehim

e.

jp

）
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

日
程　
６
月
〜
12
月　

第
３
水
曜
日

回
開
催
予
定
日

学
習
内
容

１

６
月
15
日（
水
）
私
は
な
ぜ
人
権
・
同
和
教
育
を
私
の
生
き
る
中
核
に
据
え
て
き
た
の
か

２

７
月
20
日（
水
）
孤
立
化
の
深
ま
る
社
会
に
「
と
も
に
生
き
る
」
世
界
は
開
け
る
の
か

３

８
月
17
日（
水
）
差
別
解
消
の
切
り
札
「
自
尊
感
情
」
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か

４

９
月
21
日（
水
）「
自
尊
感
情
」
の
育
成
が
も
た
ら
す
驚
く
べ
き
潜
在
的
パ
ワ
ー

５

10
月
19
日（
水
）
学
校
の
差
別
性「
学
力
差
別 

い
じ
め 

不
登
校
等
は
な
ぜ
起
き
る
の
か
」

６

11
月
16
日（
水
）
被
差
別
部
落
の
発
祥
、
中
世
起
源
説
が
示
す
民
衆
の
改
革
エ
ネ
ル
ギ
ー

７

12
月
21
日（
水
）
今
求
め
ら
れ
る
ど
ん
底
か
ら
で
も
は
い
上
が
る
力「
と
も
に
生
き
る
力
」
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震
災
に
便
乗
し
た

悪
質
商
法
に
注
意
！

◆
商
工
観
光
課
か
ら

「
愛
南
び
や
び
や
祭
り
２
０
１
１
」

開
催
の
お
知
ら
せ
！

◆
商
工
観
光
課
か
ら

住
宅
の
耐
震
診
断
等
を

補
助
し
ま
す
！

◆
防
災
対
策
課
か
ら

■
震
災
に
便
乗
し
た
ト
ラ
ブ
ル
に
つ

い
て

　
こ
の
た
び
の
東
北
地
方
太
平
洋
沖

地
震
の
影
響
に
よ
り
、
全
国
的
に
震

災
に
便
乗
し
た
悪
質
商
法
や
詐
欺
が

発
生
し
て
い
ま
す
。
県
内
に
お
い
て

も
義
援
金
詐
欺
が
発
生
す
る
な
ど
悪

質
商
法
等
の
被
害
拡
大
が
懸
念
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
過
去
に
も
、
大
規
模
震
災
の
後
に

は
、
地
震
災
害
に
便
乗
し
た
点
検
商

法
や
か
た
り
商
法
と
い
っ
た
悪
質
商

法
が
横
行
し
、
被
災
者
を
支
援
し
た

い
と
い
う
気
持
ち
に
つ
け
込
ん
だ
被

害
も
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
被
害
に
あ
わ
な
い
た
め
に

☆
業
者
の
突
然
の
訪
問
で
も
、
そ
の

場
で
す
ぐ
に
契
約
せ
ず
、
家
族
や
周

り
の
人
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

必
要
で
な
い
場
合
は
、毅
然
と
し
た
態

度
で
は
っ
き
り
断
り
ま
し
ょ
う
。

☆
契
約
を
急
が
せ
た
り
、
強
引
に
契

約
す
る
業
者
に
は
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

☆
公
的
な
制
度
に
つ
い
て
は
、
必
ず

関
係
自
治
体
に
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

☆
義
援
金
を
送
る
場
合
は
、確
か
な
団

体
な
の
か
、振
込
口
座
が
正
規
の
も
の

で
あ
る
か
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　
こ
の
ほ
か
、
不
安
を
あ
お
る

チ
ェ
ー
ン
メ
ー
ル
な
ど
震
災
に
関
連

す
る
様
々
な
情
報
に
惑
わ
さ
れ
ず
、

冷
静
に
対
応
し
ま
し
ょ
う
。
何
か
心

配
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
次
の
相

談
窓
口
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
消
費
生
活
に
関
す
る
相
談
窓
口
】

　愛
南
町
消
費
生
活
相
談
窓
口

（
℡
７
２
―

１
４
０
５
）

　愛
媛
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（
℡
０
８
９
―

９
２
５
―

３
７
０
０
）

　
愛
南
町
の
旬
な
特
産
品
等
を
広
く

Ｐ
Ｒ
す
る
物
産
販
売
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
「
愛
南
び
や
び
や
祭
り
２
０
１
１
」

を
開
催
し
ま
す
。
四
国
一
の
水
揚
げ

の
カ
ツ
オ
を
格
安
で
購
入
で
き
る

ほ
か
、
カ
ツ
オ
や
鯛
な
ど
を
使
っ
た

様
々
な
郷
土
料
理
を
味
わ
う
こ
と
が

で
き
ま
す
。
ま
た
、
物
産
市
で
は
生

産
量
日
本
一
を

誇
る
本
町
自
慢

の
愛
南
ゴ
ー
ル

ド（
河
内
晩
柑
）

な
ど
新
鮮
な
産

品
を
多
数
販
売

し
て
い
ま
す
。

「
ひ
め
キ
ュ
ン

フ
ル
ー
ツ
缶
」

の
コ
ン
サ
ー
ト

や
カ
ヌ
ー
＆
バ

ナ
ナ
ボ
ー
ト
体

験
な
ど
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
も
盛
り
だ

く
さ
ん
で
す
。
多
数
の
ご
来
場
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

日
時
　
５
月
22
日（
日
）

　
　
　
10
時
〜
15
時
（
雨
天
決
行
）

※
但
し
荒
天
の
場
合
は
中
止
に
す
る
場
合
も

あ
り
ま
す
。

場
所
　
南
レ
ク
ロ
ッ
ジ
前

　　　（
ホ
テ
ル
サ
ン
パ
ー
ル
横
）

問
合
せ
　
商
工
観
光
課
内

　
愛
南
び
や
び
や
祭
り
実
行
委
員
会

（
℡
７
２
―

７
３
１
５
）

　
地
震
か
ら
大
切
な
家
族
の
命
を
守

る
た
め
の
条
件
は
、
ま
ず
住
宅
の
耐

震
化
で
す
。
愛
南
町
で
は
、
木
造
住

宅
の
耐
震
診
断
及
び
改
修
を
行
う
方

に
、
そ
の
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま

す
。
こ
の
制
度
を
利
用
し
、
地
震
に

負
け
な
い
わ
が
家
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
住
宅
の
耐
震
化
を
検
討
さ
れ
て
い

る
方
は
、
お
気
軽
に
消
防
本
部
防
災

対
策
課
（
℡
７
２
―

０
１
３
１
）
ま

で
問
合
せ
く
だ
さ
い
。
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愛
南
食
育
推
進
の

回
顧
と
展
望
！

〜「
平
成
22
年
度
愛
な
ん
食
育
白
書
」報
告
〜

◆
愛
大
南
予
水
産
研
究
セ
ン
タ
ー
か
ら

　

愛
南
町
食
育
協
働
部
会
長

　

愛
媛
大
学
南
予
水
産
研
究
セ
ン
タ
ー

　
　
　

副
セ
ン
タ
ー
長
・
教
授

若
林　

良
和

　
愛
南
町
で
は
、
昨
年
３
月
に
策
定

し
た
『
愛
な
ん
食
育
プ
ラ
ン
』（
愛

南
町
食
育
推
進
計
画
）
を
も
と
に
食

育
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
今
回
は

「
回
顧
と
展
望
」
と
題
し
、
昨
年
度

の
活
動
報
告
を
概
説
し
た
上
で
、
本

年
度
の
活
動
方
針
と
そ
の
内
容
を
説

明
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

〔
平
成
22
年
度
の
活
動
〕

　
ま
ず
、
分
野（
部
会
）ご
と
の
活
動

で
す
が
、
お
お
む
ね
当
初
の
計
画

ど
お
り
に
実
施
で
き
ま
し
た
。
健
康

分
野
で
は
、
「
あ
い
な
ん
食
の
学
び

舎
」
で
世
代
間
交
流
や
地
域
の
食
文

化
継
承
を
図
り
、
ま
た
、
か
む
こ
と

を
重
視
し
た
「
カ
ミ
カ
ミ
ク
ッ
キ
ン

グ
教
室
」
な
ど
を
実
施
し
ま
し
た
。

教
育
分
野
で
は
、
学
校
給
食
へ
の
積

極
的
な
地
場
産
物
の
導
入
を
意
図
し

て
、
地
場
産
物
を
用
い
た
「
愛
南
○

○
カ
レ
ー
の
日
」
の
実
施
、
地
場
産

物
納
入
シ
ス
テ
ム
の
検
討
を
進
め
る

と
と
も
に
、
町
教
育
委
員
会
に
よ
る

学
校
で
の
食
育
推
進
事
業
や
町
教
職

員
対
象
の
食
育
講
座
も
実
施
し
ま
し

た
。
産
業
分
野
で
は
、
町
内
全
て
の

保
育
所
や
小
・
中
学
校
で
総
合
的
な

水
産
版
食
育
「
ぎ
ょ
し
ょ
く
教
育
」

を
実
践
し
、
農
林
水
産
業
体
験
や

「
愛
南
ま
る
ご
と
体
験
ツ
ア
ー
」
と

い
っ
た
体
験
重
視
の
活
動
を
進
め
る

一
方
、
食
育
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の

育
成
と
そ
の
人
材
バ
ン
ク
を
設
立
し

ま
し
た
。

　
そ
れ
か
ら
、
全
体
的
な
食
育
推

進
の
取
り
組
み
と
し
て
、
「
愛
南
町

食
育
推
進
大
会
」
が
昨
年
12
月
、

盛
大
に
実
施
さ
れ
、
食
育
ト
ー
ク

シ
ョ
ー
、
地
場
産
料
理
試
食
会
な
ど

多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
は
大
変
好
評
で
し

た
。

〔
平
成
23
年
度
の
活
動
〕

　

本
年
度
の
食
育
推
進
は
、
愛
南
町

食
育
協
働
部
会
と
し
て
、
次
の
２
つ

の
点
を
大
原
則
と
し
ま
し
た
。
１
つ

は
、
昨
年
度
の
事
業
で
一
定
の
評
価

を
得
た
も
の
は
さ
ら
に
拡
充
す
る
と

い
う
継
続
性
で
す
。
も
う
１
つ
は
、
食

育
を
さ
ら
に
推
進
す
る
た
め
に
新
た

な
手
立
て
で
周
知
徹
底
す
る
と
い
う

新
規
性
で
す
。

　
分
野（
部
会
）ご
と
で
み
ま
す
と
、

健
康
分
野
で
は
、
超
世
代
食
育
と
カ

ミ
カ
ミ
食
育
に
関
す
る
イ
ベ
ン
ト
の

回
数
と
内
容
を
拡
充
し
ま
す
。
そ
し

て
、
教
育
分
野
に
お
い
て
は
、
継
続

食
育
で
文
部
科
学
省
指
定
の
「
栄
養

教
諭
を
中
核
と
し
た
食
育
推
進
事

業
」
を
展
開
し
ま
す
。
産
業
分
野
で

は
、
「
ぎ
ょ
し
ょ
く
教
育
」
や
農
林

水
産
業
体
験
、
体
験
ツ
ア
ー
を
全
面

的
に
展
開
す
る
な
ど
体
験
型
食
育
と

産
消
交
流
食
育
を
推
進
し
ま
す
。

　
ま
た
、
全
体
的
な
取
り
組
み
と
し

て
は
、
昨
年
度
の
食
育
推
進
大
会
を

超
え
る
も
の
、
町
民
の
皆
さ
ん
に
よ

愛
な
ん
食
育
推
進

第
13
回

り
身
近
で
、
全
町
あ
げ
て
取
り
組
め

る
食
育
イ
ベ
ン
ト
を
新
た
に
企
画
中

で
す
。
そ
れ
か
ら
、
食
育
推
進
の
Ｐ

Ｒ
を
本
年
度
も
防
災
行
政
無
線
や
広

報
誌
で
展
開
し
ま
す
。
特
に
、
『
広

報
あ
い
な
ん
』
で
は
、
新
た
に
来
月

号
か
ら
愛
南
町
食
生
活
改
善
推
進
協

議
会
の
全
面
的
な
協
力
を
得
て
「
食

改
さ
ん
の
愛
な
ん
料
理
レ
シ
ピ
」
と

題
し
て
、
地
場
産
料
理
を
多
面
的
に

紹
介
し
ま
す
。
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
こ
れ
ら
一
連
の
事
業
や
イ

ベ
ン
ト
に
つ
い
て
は
更
な
る
改
善
を

め
ざ
し
て
、
可
能
な
限
り
、
ア
ン
ケ
ー

ト
な
ど
の
評
価
を
積
極
的
に
取
り
入

れ
、
数
値
目
標
の
明
確
化
を
図
り
ま

す
。
皆
さ
ん
の
忌き

憚た
ん

の
な
い
ご
意
見

や
ご
感
想
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　
最
後
に
、
改
め
て
、
町
民
の
皆
さ

ん
に
、
食
育
に
対
す
る
深
い
ご
理
解

と
積
極
的
な
ご
参
加
を
お
願
い
し
ま

す
。
さ
あ
、
地
域
ぐ
る
み
で
、
食
育

の
輪
を
広
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

〈
毎
月
19
日
は
食
育
の
日
〉

学
校
給
食

：

愛
南
○
○
カ
レ
ー

　５
月
は
、
19
日
「
愛
南
か
つ
お
カ

レ
ー
」
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
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５
月
の
犬
・
ね
こ
の
引
取
日

は
、次
の
と
お
り
で
す

◆
環
境
衛
生
課
か
ら

国
民
年
金
の
メ
リ
ッ
ト
！

◆
町
民
課
か
ら

自
動
車
税
の
納
期
限
は

５
月
31
日（
月
）で
す
！

◆
税
務
課
か
ら

愛
媛
県
職
員
募
集
の

お
知
ら
せ
！

◆
愛
媛
県
か
ら

　

11
日
・
18
日

　
水
曜
日
の
８
時
30
分
〜
10
時

６
月
の
引
取
日
は
、

　
１
日
・
８
日
・
15
日
・
29
日

　
水
曜
日
の
８
時
30
分
〜
10
時

　
引
取
り
に
つ
い
て
は
、
決
め
ら

れ
た
時
間
内
に
、
認
め
印
を
持
っ
て

環
境
衛
生
課
又
は
各
支
所
ま
で
連

れ
て
来
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
飼
い

犬
・
飼
い
ね
こ
の
場
合
は
、
有
料（
愛

媛
県
収
入
証
紙
が
必
要
）で
す
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

　

環
境
衛
生
課（
℡
７
２
―

７
３
１
６
）

　
日
本
に
住
ん
で
い
る
20
歳
以
上
60

歳
未
満
の
す
べ
て
の
方
は
、
国
民
年

金
に
加
入
し
て
保
険
料
を
納
め
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
「
年
金
な
ん
て
ま

だ
ま
だ
先
の
こ
と
」
と
思
わ
れ
る
方

も
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
国
民

年
金
に
は
次
の
よ
う
に
様
々
な
メ

リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

メ
リ
ッ
ト
①　

生
涯
の
年
金
額
は
保

険
料
の
１
・
７
倍
以
上
　
国
民
年
金

の
老
齢
基
礎
年
金
は
、
２
分
の
１（
平

成
21
年
３
月
分
ま
で
は
３
分
の
１
）が

国
庫
負
担（
税
金
）で
賄
わ
れ
て
い
る

た
め
、支
払
っ
た
保
険
料
を
上
回
る
給

付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
計
算
と

な
っ
て
い
ま
す
。厚
生
労
働
省
の
試
算

で
は
、１
９
８
５
年
生
ま
れ（
２
０
０
５

年
に
20
歳
）の
方
で
も
納
め
た
保
険
料

の
１
・
７
倍
以
上
と
な
り
ま
す
。

メ
リ
ッ
ト
②　

老
後
を
支
え
る
終
身

保
障
　
国
民
年
金
は
、
生
き
て
い

る
限
り
年
金
が
受
け
取
れ
る
一
生
涯

の
保
障
で
あ
り
、
老
後
の
生
活
を
サ

ポ
ー
ト
し
ま
す
。

メ
リ
ッ
ト
③　

ケ
ガ
や
病
気
、万
が
一

の
と
き
に
も
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
　
国
民

年
金
は
老
後
の
保
障
だ
け
で
な
く
、

加
入
者
が
ケ
ガ
や
病
気
に
よ
り
障

害
が
残
っ
た
と
き
は
「
障
害
基
礎
年

金
」
、
亡
く
な
ら
れ
た
と
き
に
は
そ

の
遺
族
に
「
遺
族
基
礎
年
金
」
が
支

　

今
月
の
社
会
保
険
・

　
　
　
　

年
金
一
日
相
談

 

○
５
月
19
日（
木
）

　

 

10
時
〜
15
時
30
分

　 

（
城
辺
商
工
会
館
２
階
）

給
さ
れ
る
な
ど
、
あ
な
た
の
生
活
を

サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

メ
リ
ッ
ト
④　

納
め
た
保
険
料
は
社

会
保
険
料
控
除
の
対
象
　
納
め
た
保

険
料
は
、
確
定
申
告
の
際
に
全
額
が

「
社
会
保
険
料
控
除
」
と
し
て
認
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

メ
リ
ッ
ト
⑤　

国
民
年
金
は
経
済
の

変
動
に
も
負
け
ま
せ
ん
　
賃
金
や
物

価
の
変
動
に
あ
わ
せ
て
、
年
金
を
支

え
る
力
と
給
付
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
る

仕
組
み
に
よ
り
年
金
額
が
改
定
さ
れ

る
た
め
、
年
金
に
加
入（
20
歳
）し
て

か
ら
年
金
を
受
給（
65
歳
）す
る
ま
で

の
間
、
経
済
社
会
が
大
き
く
変
動
し

た
と
し
て
も
、
年
金
の
価
値
が
保
障

さ
れ
ま
す
。

　
自
動
車
税
は
、
４
月
１
日
の
登
録

名
義
人
の
方
に
そ
の
年
度
分
が
課
税

さ
れ
ま
す
。

　
納
期
限
を
過
ぎ
ま
す
と
、
納
め
る

税
額
の
ほ
か
に
延
滞
金
も
併
せ
て
納

め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
の

で
、
早
め
に
お
近
く
の
金
融
機
関
又

は
地
方
局
で
納
め
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、県
の
自
動
車
税
は
納
期
限
内

で
あ
れ
ば
コ
ン
ビ
ニ
で
の
支
払
い
が

可
能
で
す
。ぜ
ひ
、ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
　
障
害
者
の
方
を
対
象
と

し
た
減
免
制
度
も
あ
り
ま
す
の
で
、

詳
し
く
は
愛
媛
県
南
予
地
方
局（
℡

０
８
９
５
―

２
２
―

５
２
１
１
）ま
で
問

合
せ
く
だ
さ
い
。

　
愛
媛
県
職
員
採
用
候
補
者（
上
級
）

試
験
を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

受
験
資
格
、
申
込
み
方
法
等
詳
し
く

は
、
愛
媛
県
人
事
委
員
会
事
務
局
ま

で
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

第
１
次
試
験
日　
６
月
26
日（
日
）

問
合
せ
　
愛
媛
県
人
事
委
員
会
事
務

局（
℡
０
８
９
―

９
１
２
―

２
８
２
６
）
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５月の保健事業のお知らせ

ア
ス
ベ
ス
ト
含
有
調
査
費
用

を
補
助
し
ま
す
！

◆
建
設
課
か
ら

行
政
相
談
委
員
の
ご
紹
介
！

◆
総
務
課
か
ら

　
火
災
・
震
災
時
な
ど
に
お
け
る
ア

ス
ベ
ス
ト
の
飛
散
を
防
止
す
る
た

め
、
町
内
に
あ
る
民
間
建
築
物
の
ア

ス
ベ
ス
ト
含
有
調
査
に
要
し
た
費
用

を
補
助
し
ま
す
。

補
助
対
象
者
　
町
内
に
お
い
て
建
築

物
を
所
有
し
、
ア
ス
ベ
ス
ト
含
有
調

査
を
行
う
方

補
助
金
の
額
　
調
査
に
要
す
る
費
用

で
、
１
棟
に
つ
き
25
万
円
を
限
度

補
助
件
数
　
５
件（
先
着
順
）

申
込
期
限
　
11
月
30
日（
水
） 

問
合
せ 

　
建
設
課
（
℡
７
２
―

７
３
１
３
）

各種健（検）診
内　容 日 曜日 場　所 受付時間

特定健診・肺
大腸・前立腺
肝炎検査

19日 木
古月集会所 ９：３０～１０：３０
鯆越集会所 １３：３０～１４：３０

20日 金 深浦公民館
９：３０～１１：００
１３：３０～１４：３０

23日 月
小成川集会所 ９：３０～１０：３０
大成川集会所 １３：３０～１４：３０

24日 火
長野集会所 ９：３０～１０：３０
豊田集会所 １３：３０～１４：３０

25日 水
蓮乗寺集会所 ９：３０～１０：３０
中原集会所 １３：３０～１４：３０

26日 木
左右水集会所 ８：３０～  ９：００
猿鳴集会所 １０：３０～１１：００
尻貝集会所 １３：３０～１５：００

27日 金 中浦漁村振興センター
９：３０～１０：３０
１３：３０～１４：３０

30日 月
上大道集会所 ９：３０～１０：３０
満倉集会所 １３：３０～１４：３０

31日 火
広見コミュニティー
センター

９：３０～１１：００
１３：３０～１４：３０

特定健診・肺・胃
大腸・前立腺
肝炎検査

17日 火 長月公民館 ８：００～１１：００

18日 水 御荘文化センター ８：００～１１：００

乳がん・子宮がん
骨粗鬆症検診

16日 月 中泊集会所 １２：３０～１４：００

乳がん
骨粗鬆症検診

18日 水 愛南漁協福浦支所
９：３０～１１：００
１２：３０～１４：００

24日 火 西海町民会館
９：３０～１１：００
１２：３０～１４：００

子宮がん検診
18日 水 愛南漁協福浦支所 １２：３０～１４：００
24日 火 西海町民会館 １２：３０～１４：００

乳幼児健康診査
内　容 日 曜日 場　所 対象年齢

乳児健診 10日 火
城辺保健福祉センター

H２２年１０月１日～１１月３０日生
５歳児健診 17日 火 H１８年  ２月１日～  ３月３１日生

育児相談
内　容 日 曜日 場　所 受付時間

育児相談
11日 水

内海保健センター ９：３０～１１：３０
すくすく相談 城辺保健福祉センター １３：３０～１５：００
みるく広場 13日 金 一本松保健センター ９：３０～１１：００

うみのこ広場 19日 木
西海支所２階親子ふ
れあい交流室

９：３０～１１：３０

みなみっ子 23日 月 御荘夢創造館 ９：３０～１１：３０

その他
内　容 日 曜日 場　所 受付時間

病態栄養相談 19日 木 城辺保健福祉センター
１３：３０～１５：３０
事前申込み

乳児栄養相談
「もぐもぐ」　

30日 月 城辺保健福祉センター
１３：００～１３：３０
事前申込み

　
行
政
相
談
委
員
は
、国
民
の
皆
さ
ん

の
行
政
に
関
す
る
苦
情
や
意
見
・
要

望
を
お
聞
き
し
、皆
さ
ん
と
役
所
な
ど

の
間
に
立
ち
、公
平
・
中
立
的
立
場
で

相
談
に
の
っ
て
く
れ
ま
す
。本
町
の
行

政
相
談
委
員
は
次
の
方
々
で
す
。

　
木
谷
貞さ

だ

捷か
つ（

柏
）、
大
西
卓た

く

夫お（
御

荘
平
城
）、
黒
沢
民た

み

彦ひ
こ（

城
辺
甲
）、

宮
下
建た

て

夫お（
小
山
）、
山
本
美み

紀き

雄お（
船

越
）

　
行
政
相
談
所
は
毎
月
第
２
水
曜
日

に
開
設
し
て
い
ま
す
。
相
談
は
無
料

で
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
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蛍光管は電気店又は環境衛生センターへ

 

税
務
課
等
か
ら
！

５
月
納
税
等
の
お
知
ら
せ

５・６月行事予定表

第１日曜日   1日 県立南宇和病院 城 辺 甲 ☎72-1231

憲法記念日   3日 西本病院 御荘平城 ☎73-2121

みどりの日   4日 国保一本松病院 一 本 松 ☎84-2255

こどもの日   5日 岡沢クリニック 御荘平城 ☎70-1511

第２日曜日   8日 粉川ファミリークリニック 城 辺 甲 ☎72-2111

第３日曜日 15日 県立南宇和病院 城 辺 甲 ☎72-1231

第４日曜日 22日 福岡内科外科医院 一 本 松 ☎84-3600

第５日曜日 29日 西本病院 御荘平城 ☎73-2121

備考１．診療時間は午前９時から午後４時まで。
　　２．診療科目は内科系の救急患者とします。

日曜日・祝祭日 県立南宇和病院 城 辺 甲 ☎72-1231

５月の当直医
一　般　内　科

救　急　担　当

軽

自

動

車

税

全期分

保

育

所

保

育

料

月末

下

水

道

使

用

料

町
税
を
滞
納
し
て
い
る
方
に
は
、
ま
ず
督
促
状

に
よ
っ
て
納
税
を
促
し
て
い
ま
す
。
町
税
を
滞

納
さ
れ
ま
す
と
、
本
来
、
納
め
る
べ
き
税
額
の
ほ
か

に
延
滞
金
が
か
か
り
ま
す
。

❶
町
税
等
、
住
宅
使
用
料
、
住
宅
共
益
費
、
駐
車

場
使
用
料
は
、
毎
月
、
当
月
分
が
月
末
に
振
替

と
な
り
ま
す
。
な
お
、
該
当
日
が
休
日
の
場
合

は
、
翌
日
と
な
り
ま
す
。

❷
上
水
道
使
用
料
・
簡
易
水
道
使
用
料
の
振
替

日
は
毎
月
21
日
、
再
振
替
日
は
翌
月
の
10
日

で
す
。

城　辺

中
玉
バ
ス
停
跡
、
旧
深
浦
漁
協
冷
蔵
庫
前
、
久
良
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー
・
深
浦

公
民
館
、
小
屋
ノ
浦
・
古
月
・
鯆
越
・
脇
本
各
集
会
所

5/31

6/28

僧
都
ふ
れ
あ
い
交
流
館
、
緑
基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー
、
三
島
団
地
、
愛
南
町
役

場
、
山
出
・
太
場
・
豊
田
・
長
野
各
集
会
所
、
中
ノ
谷
・
鼻
共
同
住
宅
横

5/27

6/24

城
の
辺
学
習
館
、
東
海
公
民
館
、
矢
の
町
・
松
本
・
蓮
乗
寺
・
敦
盛
各
集
会

所

5/25

6/22

西　海

中
泊
埋
立
駐
車
場
、
西
海
支
所
、
西
海
保
健
セ
ン
タ
ー
、
外
泊
・
内
泊
・
船
越
・

小
浦
・
弓
立
・
越
田
各
集
会
所

5/23

6/20

武
者
泊
消
防
車
庫
前
、
麦
ケ
浦
バ
ス
停
裏
、
福
浦
駐
在
所
手
前
、
樽
見
小
学
校

跡
、
大
成
川
・
小
成
川
・
下
久
家
・
久
家
各
集
会
所

5/19

6/16

一本松

内
尾
串
駐
輪
場
、
上
大
道
公
民
館
、
広
見
・
中
川
各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
、
一
本
松
・
満
倉
・
小
山
本
村
・
正
木
各
集
会
所

5/17

6/14

内海

大
敷
貞
芳
作
業
所
、
荒
樫
、
魚
神
山
亀
井
作
業
場
、
油
袋
漁
民
セ
ン
タ
ー
、

旧
川
村
光
男
作
業
場
、
兵
頭
郁
生
さ
ん
宅
前
、
旧
内
海
支
所
、
魚
神
山
船
越
・

平
碆
・
柏
崎
各
集
会
所

5/13

6/10

御　荘

馬
場
消
防
詰
所
横
、
和
口
町
営
住
宅
駐
車
場
、
和
口
第
二
・
馬
瀬
・
深
泥
・
寺

新
町
各
集
会
所
、
節
崎
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

5/11

6/8

御
荘
菊
川
農
村
研
修
セ
ン
タ
ー
、
御
荘
文
化
セ
ン
タ
ー
、
平
山
・
長
洲
・
長
崎
・

貝
塚
・
八
幡
野
各
集
会
所

5/9

6/6

中
浦
漁
村
振
興
セ
ン
タ
ー
、
御
荘
中
学
校
前
、
赤
水
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、

長
月
公
民
館
、
猿
鳴
・
左
右
水
・
尻
貝
・
高
畑
各
集
会
所

5/2

6/2

５、６月の新聞・雑誌・ダンボール等、収集日のお知らせ!
日 曜 時　間 行事名 場　所

５月

4 水 8：30～17：00
第33回
一本松少年剣道大会

一本松交流
促進センター

9 月 9：00～16：00 消費生活相談員相談日 役場本庁

11 水
8：30～15：00

第16回
きなはいや杯

クロッケー大会

南レク御荘公園
多目的広場

13：00～15：00 行政相談 町内各地

14 土 9：20～15：00
第9回
西瀬戸グラウンド

ゴルフ交流大会

南レク３号
城辺球場

15 日

8：00～12：00
第9回
西瀬戸グラウンド

ゴルフ交流大会

南レク３号
城辺球場

8：30～17：00
第11回
フレンドリーカップ
ソフトバレーボール大会

御荘Ｂ＆Ｇ
平城小体育館

22 日 10：00～15：00 愛南びやびや祭り 南レクロッジ

23 月 9：00～16：00 消費生活相談員相談日 役場本庁

27 金 17：00～20：30
ＮＨＫラジオ
「ふるさと自慢うた自慢」

公開録音

御荘文化
センター

28 土 8：30～17：00
第63回
南宇和郡中学校総合
体育大会（第１部）

南レク3号
多目的広場ほか

29 日 9：00～16：00
第５回愛南町ラケッ
トテニス大会

御荘Ｂ＆Ｇ
平城小体育館

６月

4 土 9：00～16：00
第7回愛南町
スポーツ少年大会
ミニバスケットボール競技

城辺小学校
屋内運動場

5 日 5：00～12：00
愛南レディース＆
ファミリー釣り大会

福浦港周辺

6 月 9：00～16：00 消費生活相談員相談日 役場本庁

8 水
8：30～12：00

第19回
愛南町クロッケー

親睦交流大会

南レク５号
御荘多目的広場

13：00～15：00 行政相談 町内各地

14 火 8：30～17：00
第63回
南宇和郡中学校
総合体育大会（第2部）

南レク3号
多目的広場ほか

19 日 8：30～17：00
第6回
愛南町小学生
ソフトボール大会

南レク5号
御荘多目的広場

20 月 9：00～16：00 消費生活相談員相談日 役場本庁

　■５月  ７日（土）～５月１６日（月）

　　　　 和田寛
かん

次
じ

・松下サヨ子・松下直
なお

代
よ

三人展

　　　 （石絵・油絵・鉛筆デッサン・アクリル）

　■５月２１日（土）～５月３０日（月） 風の会油絵展

時間　8：30～19：00　場所　DE・あ・い・21

県境に架ける友情の「こいのぼり」
４月２４日（日）～５月８日（日）

場所　一本松正木地区
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に け ー し ょ ん

　須ノ川でサンゴの写真を撮っていたときです。一匹の魚が私の

方をチラチラ見ながら泳ぎ去っていきました。しばらくすると、ま

た、やってきてチラチラ。

　私に気でもあるのかな…。なんて思いつつ写真を撮り続けてい

ると、とうとう私の前で立ち止まり、胸びれを広げてポーズをとり

始めたではありませんか。その瞬間をパチリ！

　オトメベラという魚です。成長したオスでも「オトメ」なのです。

実は、私を気にしていたのではなく、私の持っていたカメラを気に

していたのです。カメラのレンズに映った自分の姿を、縄張りに侵入してきた別のオスと勘違い

し、胸びれにある赤い斑点を見せながら威嚇していたようです。すばしこく泳ぎ回るため、正面

から撮影するのは難しい魚なので、ラッキーな一枚となりました。

（オトメベラ：2010.8.1 須ノ川　水深６m）環境省自然公園指導員　西尾知
と も

照
て る

　御荘文化センターで、「南光フェスティバル2011 南宇和高校吹奏楽部第25回定期演奏会」が行わ
れ、保護者など約300名が、華やかで迫力ある演奏を楽しみました。
　今年度からは吹奏楽部の定期演奏会だけでなく、放送部による司会進行や美術部･書道部の作
品展も加わり、ロビーでは生徒会が東日本大震災の義援金を呼びかけるなど、「南光フェスティバル
2011」と題して学校を挙げての高校生らしいイベントとなりました。
　演奏会では、打楽器アンサンブル曲の「LUNA」をオープニングに、クラシックステージ、ポップス
テージ、卒業ステージの3部構成で行われました。中でもポップステージでは、「ドリフずっこけ大集
合！」やおなじみ「南高ヒットパレード」が演奏され、コミカルなダンスとパワー溢れる演奏で会場は
大いに盛り上がりました。
　最後の卒業ステージでは、3年生が吹奏楽部3年間の思いを発表し、涙と笑顔の素晴らしい演奏
会になりました。

南光フェスティバル2011

　本日!海
う み び よ り

日和!!「乙女に見つめられた日」

3/20

手づくり木製ベンチを贈呈！
　昨年度に引き続き、町商工会工業部会(小島豊

と よ

久
ひ さ

部会長 7
名)が、地域貢献活動の一環として木製ベンチ8台を製作し、愛
南町に寄贈しました。建設業や製造業という会員の技能を活
用して作られた木製ベンチには、「愛南町商工会 工業部会」と
いう手作りの刻印が押されています。
　小島会長は、「みんなで力を合わせ、多くの町民に喜んでも
らえるよう作りました。どうか、大切に使ってください」と清水
町長に贈呈し、清水町長も、特別養護老人ホームなど町内の福
祉施設に設置させていただきますと、謝辞を述べました。

3/28
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愛 南 こ み ゅ

椅子とテーブル、使ってください！

3/3～4/3

3/15

3/20

石垣の里へようこそ！だんだん雛祭り

まちの元気を集めよう！げんき市

　外泊地区で恒例の、石で作ったお雛様を飾っ
た「第5回だんだん雛祭り(主催 いしがきを守ろ
う会・外泊地区協議会)」が行われ、地元小中学
生や地区住民など約200点の作品が集まり、石
垣に囲まれた空き地に展示されました。
　また、昨年までに集められた作品も集落のあ
ちらこちらに展示され、外泊地区全体が展示会
場となりました。町外からも多くの観光客が訪
れ、可愛らしい石雛を愛でながら愛南の春の風
物詩を楽しんでいたようです。

　上大道地区で社会福祉法人共生福祉会が経営す
るケアホーム｢すばる｣のオープンを前に、㈱みらい工
房(代表取締役 宮﨑雅

ま さ な り

成さん)が、入居者に使ってほ
しいとテーブルと椅子6脚を寄贈しました。
　㈱みらい工房では、合併前にも旧5か町村1施設ず
つ車椅子の寄贈を行っており、今回は合併後2回目
の寄贈となります。宮﨑さんは、今後もこのような
福祉施設に対して、年1回は寄贈をしたいと話されて
いました。

　歩行者天国となった城辺商店街で、まちの元気を集める楽しいスポットを作ろうと、町ボラン
ティア連絡会による「第7回げんき市」が行われました。当日はあいにくの雨模様となりましたが、
ストリートライブや「まちの魅力を再発見！」展、オープンカフェ＆屋台、ふれあい市場、商店街ワ
ゴンセールなど、盛りだくさんのイベントで賑わいました。
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クロッケーで親睦を！
元
気
い
っ
ぱ
い

　
ア
イ
・
あ
い
・
愛
ラ
ン
ド

　南レク御荘公園多目的広場で、「第18回愛南町クロッ
ケー親睦交流大会」が開催され、23チーム約80名の参加
者が集まり、クロッケーで楽しく親睦を深めました。
【大会結果は、次のとおり】

優勝　   船越愛球会　　　
準優勝　久家B　　　3位　須ノ川海源・中浦A

楽しくレクバレー！
 3/　

  20

　御荘B＆G海洋センター体育館で、5チーム約30名が
参加して「第12回愛南レクバレーボール大会」が行
われ、一般女子2部（50歳以上）でカルテットが優勝
しました。
※一般女子1部(年齢不問)は未実施です。

3/　

  10

第 6回町スポーツ少年大会剣道競技！
  3/　

  16･17

　一本松交流促進センターで、町内スポーツ少年団

18チーム約50名が参加して「第6回愛南町スポーツ

少年大会剣道競技」が行われました。少年剣士の気

合の入った熱戦に保護者や観客の声援が送られてい

ました。
【大会結果は次のとおり】

個人戦

男女1・2年生の部 優勝　   髙平貴
た か の ぶ

宣(城辺)                            

　　　　　　　　　準優勝　児島兼
け ん せ い

聖(城辺)

男子3・4年生の部 優勝　   藤田治
は る き

希(深浦) 

                           準優勝　藤田脩
し ゅ う と

人(深浦)

女子3・4年生の部 優勝　   上杉奈
な な

々(深浦) 

                           準優勝　藤田茉
ま ひ ろ

央(深浦)

男子5・6年生の部 優勝　   菊地知
と も ひ ろ

大(平城)                            

　　　　　　　　　準優勝　上杉悠
ゆ う ま

真(深浦)

女子5・6年生の部 優勝　   二神明
あ す み

日美(一本松)

                           準優勝　本多咲
さ き

稀(久良)

総合の部  優勝　   二神明
あ す み

日美(一本松)

                           準優勝　山本怜
れ い じ

司(平城)

団体戦

低学年の部          優勝　   深浦スポーツ少年団 

                           準優勝　城辺子供剣道会Ａ

高学年の部          優勝　   平城剣道会Ａ  

　　　　　　　　　準優勝　一本松剣道会Ａ

愛南町スポーツ少年団本部長賞

二神明
あ す み

日美(一本松剣道会)

団体戦低学年の部優勝　深浦スポーツ少年団

団体戦高学年の部優勝　平城剣道会Ａ

町スポーツ少年団本部長賞　

二神明
あ す み

日美さん

優勝　カルテット

優勝：船越愛球会
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笑
顔
い
っ
ぱ
い
！
愛
な
ん
っ
こ

はまゆう
保育所

船越
保育園

城辺
幼稚園

あなたの子育てをサポートします
実施場所 問い合わせ先 内　容 開設日 開設時間 5月のお知らせ

はまゆう乳幼児保育所
地域子育て支援センター
「どんぐりの会」

はまゆう

乳幼児保育所内

７２－４３２８

サークル活動
月   
火・木   

園庭・保育室開放 水・金   

育児（電話）相談
月～金   
土   

御荘子育て
支援センター
「こあら」

御荘保育所内

７２－０５９８

サークル活動 月・水・金   
園庭等開放 火・木  
育児（電話）相談 月～金  

うみのこ広場 出張場所：西海支所２階 サークル活動 第3木曜  

こぶたの広場
プラザじょうへん内

７３－２２８８
詳しくは「こぶた通信」に記載

育児相談・
つどいと交流
各種ワークショップ

日～金   

 

～
～
～
～
～
～
～
～

～

～

１２：００  
８：００
８：００
８：００
８：００
８：３０
８：３０
８：３０

９：３０

１０：００

１７：００  
１３：００
１７：００
１７：００
１２：００
１３：３０
１３：３０
１７：１５

１１：３０

１６：００

●12日(木）
   食育に関する
   エプロンシアター

●9日(月)16日(月）                
は夢創造館で行いま  
す。

●17日(火）   　　　
　世代間簡単
   クッキング

●18日(水）    　　　
　ベビースリング
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訂正とお詫び

　広報「あいなん」４月号20ページ

「元気いっぱい アイ・あい・愛ラン

ド」のコーナー「ラケットテニスを

楽しもう！」の記事の中で、混合ダ

ブルス３位のペアのお名前が間違っ

ていました。「牛川頼明・川口美香

ペア」と表記していましたが、正し

くは「丸田カツミ・芝田眞
しん

次
じ

ペア（菊

川クラブ）」です。訂正してお詫びし

ます。

　 広報「あいなん」４月号の税務課

からのおしらせについて、12月分の

納期が誤って記載されていました。

正しくは12月26日 月曜日です。訂正

してお詫びします。    
訂正前 訂正後

納　期　月 12月 12月

納　期　限
12/27
(火)

12/26
(月)

税
　
目

町 県 民 税
固 定 資 産 税 3期 3期
軽 自 動 車 税
国 民 健 康 保 険 税 7期 7期
介  護  保  険  料
（1号被保険者普通徴収分）

7期 7期

後期高齢者医療保険料 6期 6期

◆
篠
南
川
柳
会

ビ
ー
ル
の
泡
溢
れ
る
前
の
お
ち
ょ
ぼ
口
　
　
　
保
美

医
者
を
呼
ぶ
事
も
未
だ
無
く
八
十
路
坂
　
　
　
幸
枝

血
圧
を
深
呼
吸
し
て
ま
た
計
る
　
　
　
　
　
　
由
紀
子

耳
元
の
甘
い
言
葉
は
髙
く
つ
く
　
　
　
　
　
　
芝
田

甘
や
か
し
今
は
苦
労
の
種
切
れ
ぬ
　
　
　
　
　
マ
ッ
チ
坊

御
馳
走
を
配
り
配
ら
れ
両
隣
り
　
　
　
　
　
　
千
代
子

配
る
ほ
ど
釣
れ
て
嬉
し
い

釣
り
　
　
　
　
　
清
子

捜
し
物
や
れ
や
れ
何
度
行
き
戻
り
　
　
　
　
　
す
み
子

や
れ
や
れ
と
任
期
を
終
え
て
腰
下
ろ
す
　
　
　
京
子

◆
菊
川
俳
句
会

木
洩
れ
陽
の
淡
き
温
み
に
石
蕗
育
つ
　
　
　
　
宮
下
　
熊
夫

其そ

処こ

彼か

処し
こ

桜
見
頃
の
車
窓
か
な
　
　
　
　
　
　
井
関
　
禎
美

馬あ

せ

び

酔
木
咲
く
香
り
ほ
の
か
に
千
の
鈴
　
　
　
　
井
関
　
満
子

釣
り
た
て
の
婿
の
捌
き
し
桜
鯛
　
　
　
　
　
小
野
山
シ
マ
子

花
狂
い
し
て
明
け
そ
め
し
駅
に
立
つ
　
　
　
　
村
尾
加
都
子

◆
内
海
俳
句
会

海
よ
り
の
風
が
吾
が
家
え
花
吹
雪

花
見
酒
父
母
在
り
し
日
を
酌
み
交
わ
す
　
　
　
好
岡
東
明
子

行
く
春
の
刻と
き

を
惜
し
む
や
花
時
計

暖
か
や
文
六
句
碑
は
伊
予
の
果は

て

　
　
　
　
　
　
太
田
　
信
子

風
は
こ
ぶ
花
の
香
仄ほ
の

と
童
唄

春
の
風
通あ

け

び草
の
花か

房ぼ
う

揺
ら
し
け
り
　
　
　
　
　
ほ
た
る
草

青
嵐
に
魂こ
ん

翻ひ
る
がえ
し
詩
衣

幻
霊
の
蜉ふ

ゆ

う蝣
の
翳か
げ

か
朧
お
ぼ
ろ
の
夜
　
　
　
　
　
　
　
岩
森
十
志
子

◆
さ
わ
ら
び
短
歌
会

梅
の
花
咲
き
満
ち
た
れ
ど
鶯
の
初
音
未
だ
し
霜
深
き
里
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
井
村
　
　
操

雪
深
し
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
の
毬
の
中
春
待
つ
虫
の
青
き
が
眠
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岩
村
千
代
子

薪
風
呂
に
別
府
湯
の
花
香
り
た
ち
雪
の
夜
長
を
ゆ
る
り
ぬ
く
も
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
扇
野
八
代
生

猫
ワ
ッ
と
障
子
に
大
き
く
影
写
し
影
の
中
よ
り
部
屋
に
飛
び
込
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
本
　
清
子

寛
平
さ
ん
さ
す
が
「
土
佐
の
い
ご
っ
そ
う
」
よ
く
ぞ
成
し
得
た
ア
ー
ス
マ
ラ
ソ
ン
　
　
　
国
松
　
幸
枝

佐
野
常
民
の
「
博
愛
」
し
み
じ
み
尊
け
れ
日
本
赤
十
字
社
の
基
の
精
神
　
　
　
　
　
　
　
清
水
　
　
香

湯
タ
ン
ポ
は
吾
の
め
ぐ
り
も
あ
た
た
め
て
知
ら
ず
眠
り
の
世
界
に
導
く
　
　
　
　
　
　
　
田
中
久
二
恵

朝
明
け
に
航
空
音
を
響
か
せ
て
噴
火
の
続
く
西
へ
と
向
か
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
前
田
　
昭
夫

餌
場
さ
え
も
汚
し
は
じ
め
し
病
む
犬
の
腰
骨
日
に
日
に
あ
ら
は
に
な
り
ゐ
る
　
　
　
　
　
前
田
　
知
子

農
薬
を
使
わ
ず
作
り
て
楽
し
み
し
白
菜
最
後
の
一ひ

と

球た
ま

を
採
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
本
マ
ス
子

車
に
轢
か
れ
片
足
短
く
病
む
猫
を
孫
は
リ
ボ
ン
と
名
づ
け
愛
し
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
水
野
美
代
子

麻
痺
の
手
に
ペ
ン
握
ら
せ
て
リ
ハ
ビ
リ
と
三
十
一
文
字
時
か
け
て
書
く
　
　
　
　
　
　
　
宮
本
ヨ
リ
コ

結
い
上
げ
し
み
ど
り
の
髪
の
襟
足
に
二
十
歳
の
春
は
匂
い
か
ぐ
わ
し
　
　
　
　
　
　
　
　
安
村
寿
美
子

灰
の
降
る
宮
崎
県
の
天
気
情
報
雨
音
聞
き
つ
つ
テ
レ
ビ
に
見
入
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
本
　
豊
子

冬
晴
れ
の
如
き
日
の
あ
り
老
い
の
身
に
も
リ
ボ
ン
結
び
し
チ
ョ
コ
を
頂
く
　
　
　
　
　
　
澤
近
　
正
弘
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※上記情報は、広報紙掲載に対して、
　ご家族等に同意をいただいております。

心配ごと相談室

詳しくは、社会福祉協議会本所（℡70－1251）まで問合せください。

　無料で弁護士と民生児童委
員が相談をお受けします（1回の
相談人数は8人までで事前に予約が必
要。定員に達した場合は受付を終了）。
 ５月１０日（火）14時～16時
　御荘老人福祉センター

福祉法律相談室
　無料で民生児童委員２名が
日常生活でかかえる心配ごと
の相談をお受けします。
  ５月１４日（土）・２５日（水）
　14時～16時
　御荘老人福祉センター

南
宇
和
高
校
か
ら

（３月受付分）

（３月受付分）

ご冥福をお祈りします

お誕生おめでとう 新
校
舎
と
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
が

完
成
し
ま
し
た
！

商
工
観
光
課
か
ら

南
楽
園
花
菖
蒲
ま
つ
り
の
お
知
ら
せ
！

地区名 子の名 保護者

城 辺 甲 吉　見　果
か

　保
ほ

年
としふみ

史

城 辺 甲 砂　田　琉
りゅう

  成
せい

英
ひで

樹
き

正　　木 岡　﨑　心
み

　愛
あ

正
まさ

武
む

柏 寺　岡　紗
さ

　良
ら

秀
ひでゆき

幸

増　　田   大　森　　　 逞
たくま

正
まさ

樹
き

城 辺 甲 久　德　優
ゆう

　姫
ひ

和
かずゆき

幸

城 辺 乙 岡　島　里
り

　桜
お

憂
ゆう

也
や

御荘平城 大　黒　絢
あや

　音
ね

将
まさひろ

大

御荘平城 奥　野　双
ふた

　葉
ば

文
ふみあき

彬

地区名 亡くなった方 享年

広　　見 大　西　茂
しげ

　美
み

81歳

御荘平城 河　村　利
とし

　子
こ

90歳

船　　越 伊　 　ヨシヱ 90歳

深　　浦 保　村　マサコ 82歳

御荘平城 増　田　日
ひ で こ

出子 84歳

久　　良 本　多　辰
あつ

　一
いち

89歳

御荘長月 中　田　嘉
よし

　子
こ

75歳

深　　浦 岡　野　キヨコ 80歳

柏 金　子　ヨシ子
こ

85歳

中　　浦 山　下　幸
さち

　枝
え

83歳

深　　浦   安　岡　　　 宏
ひろむ

84歳

緑　　乙 松　岡　スヱ子
こ

99歳

御荘和口   
くわ

　
ばら

　　　 昭
あきら

79歳

御荘平城 菊　地　稔
とし

　子
こ

71歳

御荘長月 岩　井　陽
よう

　子
こ

35歳

垣　　内 大　西　喜
き

四
し

郎
ろう

90歳

城 辺 乙 中　野　髙
たか

　尾
お

92歳

平　　碆 加　幡　トワヱ 101歳

中　　浦 丸　田　シカヨ 93歳

緑　　丙 金　子　イセ子
こ

89歳

中　　川 山　田　熊
くま

　雄
お

95歳

中　　泊 吉　田　本
もと

　和
かず

80歳

内　　泊 清　本　一
いっ

　正
せい

74歳

家　　串 兵　頭　マスミ 80歳

下 久 家 清　水　フクミ 89歳

久　　良   本　多　　　 猛
たけし

77歳

弓　　立 尾　﨑　竹
たけ

　雄
お

64歳

深　　浦   井　上　　　 勝
まさる

82歳

御荘平城 濵　見　孝
たか

　司
し

57歳

御荘平城 岡　田　ウメ子
こ

85歳

柏 山　下　君
きみ

　美
よし

80歳

城 辺 乙 木　下　カツ子
こ

96歳

御荘平城   　田　松
まつ

　 昭
あきら

83歳

一 本 松   金　子　　　 登
のぼる

79歳

　
南
宇
和
高
校
で
は
、
こ
の
ほ
ど
新

校
舎
と
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
が
完
成
し
23

年
度
か
ら
利
用
を
始
め
て
い
ま
す
。

　
新
校
舎
は
、
県
産
材
を
使
用
し
た

木
造
２
階
建
て
（
延
べ
床
面
積
１
，

２
１
８
㎡
）

で
、
普
通
教

室
８
教
室
、

保
健
室
、
相

談
室
、
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
室

の
ほ
か
に
、

生
徒
が
自
由

に

使

え

る

「
南
高
サ
ロ

ン
」
と
名
付

け
ら
れ
た
ス
ペ
ー
ス
が
、
２
階

廊
下
の
一
部
に
設
け
ら
れ
て
い

ま
す
。
廊
下
の
一
部
は
明
る
い

１
・
２
階
吹
き
抜
け
に
な
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
木
造
平
屋
造
り

で
12
室
を
設
け
た
、
ク
ラ
ブ
ハ

ウ
ス(

部
室)

も
新
築
し
ま
し
た
。

　
新
し
い
環
境
で
、
「
勉
学
に
部

活
動
に
気
力
を
」
を
モ
ッ
ト
ー

と
し
た
、
生
徒
た
ち
の
活
躍
を

期
待
し
て
い
ま
す
。

　
南
楽
園
の
園
内
２

か
所
の
菖
蒲
園
で

は
、
３
万
株
25
万
本

の
花
菖
蒲
が
咲
き
競

い
ま
す
。
ま
た
、
さ

つ
き
３
６
，０
０
０
株

も
楽
し
め
ま
す
。

日
時

　
５
月
21
日（
土
）〜
６
月
５
日（
日
）　
９
時
〜
17
時

場
所
　
日
本
庭
園
「
南
楽
園
」

　
　
　（
宇
和
島
市
津
島
町
近
家
甲
１
８
１
３
）

入
園
料
　
大
人
　
３
０
０
円
・
子
ど
も
　
１
５
０
円

主
な
催
し
　
「
石
こ
こ
ろ
工
房 

伝
心
庵 

石
彫
展
」
、
津
島

写
友
会
写
真
展
、
お
茶
席
、
花
菖
蒲
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
、

特
産
品
販
売
な
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に
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を
お
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せ
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だ
さ
い
。

■編集・発行

愛南町役場 総務課
〒798-4196愛媛県南宇和郡愛南町城辺甲2420番地
TEL（0895）72-1211FAX（0895）72-1214
HP http://www.town.ainan.ehime.jp/
■印刷

明星印刷工業株式会社

編 集 後 記

愛
は

南
か
ら

10,888 戸

25,039 人

11,713 人

13,326 人

世帯数

人口

　男

　女

　先日、なんぐん地域ケア研

究会に参加する機会があり、

東北地方太平洋沖地震の被災

地支援を行ってきた関係機関

から、現状と課題について報

告を聞きました。

　今回の震災に対して、多く

の医療･福祉関係機関の方々

が被災地支援に従事されてい

ることに驚くと同時に、災害

時における医療･福祉分野の

重要性について改めて考えさ

せられました。

　今回の震災のように津波で

家財すべてを失った場合に

は、復旧までの避難生活は長

期間にわたり、多くの人が苦

しい生活を強いられることに

なります。特に医療や介護が

必要な方々へのケアをどうし

ていくのか、など様々な問題

点も見えてきます。

　次号では防災特集として、

なんぐん地域ケア研究会によ

る「東北関東大震災の支援活

動から愛南町の防災を考え

る」と、町及び愛大防災情報

研究センター共催による「緊

急防災キャラバンー東日本大

震災から我々は何を学ぶの

かー」について、ご紹介した

いと思います。

　広報あいなん2月号で募集していました松
軒山公園の大型コンビネーション遊具の名
称は、厳正な審査の結果、「ゆうゆうザウル
ス」に決定しました。皆様に親しまれる遊具
になることを願って愛称を公募しましたとこ
ろ、北海道をはじめ県内外からたくさんのご
応募をいただきました。たくさんのご応募、
ご協力、ありがとうございました。

南レク㈱から

松軒山新設遊具
「ゆうゆうザウルス」
で遊ぼう！


